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村報
筑北
平成26年3月20日発行

編集　筑北村総務課
〒399-7601
長野県東筑摩郡筑北村坂北2187番地
電話　0263-66-2211
FAX　0263-66-3656
ホームページ
http://www.vill.chikuhoku.lg.jp

筑北村の人口
総人口 5,085人

男 2,481人

女 2,604人

戸　数 1,901戸

（平成26年2月28日現在）

第51号

坂井地区 坂北地区 本城地区 地
区

市　

川　

由　

子

若　

林　

長
一
郎

宮　

下　
　
　

博

若　

林　

登
茂
子
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沢　

君　

夫

栁　

澤　

つ
や
子
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下　

栄　

子
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千
代
子

一
之
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樹
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友　

義

久
保
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造

宮　

澤　

敬　

喜
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澤　

清　

彦

一
ノ
瀬　

憲　

昭

市　

川　

は
る
ゑ

深　

澤　

治　

雄

山　

﨑　

宮　

男

宮　

入　

良　

光

久
保
田　

博　

子

久
保
田　

テ　

ル

藤　

澤　

登
美
子

山　

田　

清　

子

宮　

崎　

正　

和

窪　

田　

伸　

一

山　

田　

竹　

子

坂　

間　

文　

江

中　

村　

け
さ
江

西　

村　
　
　

廣

丸　

山　

民　

雄

氏　

名

（
主
任
児
童
委
員
）
全　

域

真
田
、
中
尾
、
高
萩

中
安
坂

山
間
、
桂
石
氷
室
、
熊
ノ
川

山
秋
、
山
崎

上
永
井
（
松
場
、
永
井
中
村
、
大
野
田
）	

下
安
坂

杉
崎
、　

杉
ノ
越
、
玉
根

向
原
別
所
菖
蒲
田
、
細
田
、
赤
松
、
中
込

上
手
方
、
日
向
、
原

竹
場
昭
和
町

青
柳
北
組
、
長
田
上
町
、
宇
洞
坂
、
六
工
、
中
島
、
み
ど
り
町	

東
山
、
矢
花
山
寺
、
南
１
・
２
、
糀
屋
、
中
通
、
長
田
本
町	

刈　

谷　

沢

（
主
任
児
童
委
員
）
全　

域

西
条
中
町
、
聖
南
町
一
・
二

西
条
上
一
、二
、三

小
仁
熊
一
部
、
丸
山
町

小
仁
熊
、
伊
切
、
上
手
山

乱
橋
中
町
、
本
町
、
西
村

乱
橋
大
門
、
東
村
、
上
町

田
屋
、
八
木

岩
戸
一
部
、
竹
之
下

立
川
、
岩
戸
一
部

河
鹿
沢
、
大
沢

担　

当　

地　

域

筑
北
村
の
民
生
児
童
委
員
が
厚
生
労
働
大
臣
よ
り
委
任
さ
れ
ま
し
た
。　

    

　

  

（
全
国
一
斉
改
選　

25
年
12
月
１
日
付
）

４月からの新生活に向けて生活リズムを見直そう！
　人間の体には、太古の昔から、日の出とともに働き、
日が沈めば眠るという「体内リズム」があります。この「体
内リズム」が乱れると、ストレスがたまったり、免疫力
が落ちたりしてきます。４月は新生活スタートの時。生
活リズムを整えて、快適な生活を始めましょう。

眠りは脳と心の栄養　
眠っている間に子どもの成長に大切なホルモンがたくさ
ん出ています

♢生活リズムをリセットする方法♢

１．規則正しく早寝早起き！

早起きが苦手な人は、朝一番に朝陽をたっぷ
り浴びると「体内リズム」がリセットされま
す。

２．昼間は、散歩・ウォーキング！

昼間の適度な運動は、夜の寝つきを良くしま
す。

３．ストレスをいやすリラクゼーション！

自分に合ったリラックス法を見つけて楽しみ
ましょう。

４．食事は朝・昼・夕３回きちんと！

特に朝食は大切です。朝食を食べない人は、
夕食時間が不規則になるほか、夕食後の間食
も多く見られ、１日全体の食生活リズムに乱
れが見られます。朝食を食べて、いきいきス
タートしましょう。

成長ホルモン
筋肉や骨を育てる
脳細胞を増やす

副腎皮質刺激ホルモン 集中力・意欲・学習力を強くする

セロトニン 心を穏やかにする

メラトニン
情緒を安定させる
体の早熟をおさえる

コルチゾール
体温をあげて起きる準備をする
昼間にエネルギーを発揮する

【松本税務署からのお知らせ】

消費税率（国・地方）の引上げについて

１　消費税率（国・地方）が引き上げられます。

２　引上げ分の消費税収（国・地方）はすべて社会保障財源化されます。

３　円滑かつ適正な転嫁にご理解とご協力をお願いします。

※地方消費税とは、国税である消費税と同様に、事業として行った商品の販売、サービスの提供等の国内取引
や外国貨物の引き取りに対して課税される都道府県税です。
※消費税率10％（消費税7.8％・地方消費税2.2％）への引上げについては、改めて経済状況等を総合的に
勘案した検討を行います。

○消費税率（国・地方）の引上げに当たって事業者の方々が円滑かつ適正に転嫁できるよう、
転嫁、広告・宣伝、価格表示、便乗値上げ等に関する相談窓口を設置しています。
　ご相談がある方は下記の相談センターにお問い合わせください。

地方消費税 1％ 地方消費税 1.7％

8％

平成26年4月1日〜

5％

消費税 4％
消費税 6.3％

消費税価格転嫁等総合相談センター　　専用ダイヤル：0570ー200－123

　【受付時間】平日9:00～17:00（平成26年3月･4月は土曜日も受付）
　※ お住まいの地域に応じて、以下の通話料金がかかります。
　● 固定電話：8.5円～80円/3分間、携帯電話：90円/3分間、公衆電話：30円～220円/3分間

HP上の専用フォーム：http://www.tenkasoudan.go.jp（24時間受付）

引
上
げ
分
の
消
費
税
収

全
額
を
社
会
保
障
財
源
化

財
政
健
全
化
に
一
定
の
寄
与

社会保障の充実
（待機児童の解消、医療介護サービスの充実など）

社会保障の安定化
年金国庫負担２分の１等

後代への負担の付け回しの軽減
消費税率引上げに伴う社会保障支出の増
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国民年金後納制度で将来の年金額を増やせます　

後納制度は、過去10年間に納め忘れた保険料を納付することにより、将来の年金額を増やすことが

できるものです。

また、年金を受給できなかった方は後納制度を利用することで年金が受けられる場合があります。

過去10年以内に納め忘れの保険料がある方は、ぜひ後納制度をご利用ください。

なお、後納制度が利用できる期限は平成27年9月30日までとなっています。お早めに申込みください。

後納保険料の納付書の「使用期限」にご注意ください　

すでに後納制度を申し込まれた方で、平成16年4月以降分の後納保険料の納付がお済みでない方

は、納付書に記載された使用期限（平成26年3月31日）までに納付をお願いします。

なお、使用期限までに納付できなかった方が、平成26年4月以降に納付を希望される場合は、新た

な加算額による納付書を発行しますので「国民年金保険料専用ダイヤル」またはお近くの年金事務所

にご連絡ください。

【ご注意】
　○平成16年3月以前の後納保険料は、10年を超えるため平成26年4月以降は納付できません。

後納制度の申込み・納付書の再発行のお問合せは

国民年金保険料専用ダイヤル（ナビダイヤル）

0570-011-050
050から始まる電話でおかけになる場合は　

03-6731-2015
	 <受付時間> 	月曜日　　	 午前8:30〜午後7:00
	 	 	 火〜金曜日	 午前8:30〜午後5:15 
  	 	 	 第２土曜日	 午前9:30〜午後4:00 

※お問合せの際は基礎年金番号がわかるものをご用意ください、

※月曜日が祝日の場合は、翌日以降の開所日初日に午後7:00まで相談をお受けします。

※祝日（第2土曜日を除く）、12月29日〜1月3日はご利用いただけません。 

※ナビダイヤルは、一般の固定電話からおかけになる場合は全国どこからでも、市内通話料金でご利

用いただけます。

ただし、一般の固定電話以外（携帯電話等）からおかけになる場合は、通常の通話料金がかかりま

す。

※「03-6731-2015」の電話番号におかけになる場合は、通常の通話料金がかかります。 

※「0570」の最初の「0」を省略したり、市外局番をつけて間違い電話になっているケースが発生し

ていますので、おかけ間違いにはご注意ください。

【
繭
が
「
繭
玉
づ
く
り
」】

筑
北
村
で
初
め
て
の
冬
を
過
ご
し

て
い
ま
す
。
風
邪
も
ひ
か
ず
に
過
ご

せ
て
い
る
の
は
、
三
九
郎
が
燃
え
る

火
に
、
身
体
を
あ
て
て
温
ま
っ
た
か

ら
で
し
ょ
う
か
。

さ
て
、
少
し
前
の
話
に
な
り
ま
す

が
、刈
谷
沢
の
「
伝
承
の
会
」
の
「
繭

玉
づ
く
り
」
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
会
は
、
伝
統
行
事
を
家
で
や
ら

な
く
な
っ
て
き
た
今
、
顔
の
知
れ
た

仲
間
が
集
ま
り
、
行
っ
て
い
こ
う
じ

ゃ
な
い
か
と
始
ま
っ
た
も
の
だ
そ
う

で
す
。

以
前
、
こ
の
地
域
で
は
お
蚕
を
飼

っ
て
い
る
家
が
多
か
っ
た
そ
う
で
す
。

私
の
名
前
は
「
繭
」。
と
て
も
ご
縁

を
感
じ
ま
す
。
本
来
、
繭
玉
団
子
は

養
蚕
の
繁
盛
を
祈
り
、
三
九
郎
の
時

に
焼
い
て
食
べ
る
も
の
で
、
無
病
息

災
や
子
孫
繁
栄
を
願
う
伝
統
行
事
の

一
つ
で
す
。

さ
て
、「
繭
玉
づ
く
り
」。
繭
玉
団

子
を
作
る
他
、
野
菜
、
果
物
な
ど
の

農
作
物
や
巾
着
、
動
物
な
ど
、
様
々

な
も
の
が
モ
チ
ー
フ
に
さ
れ
て
い
ま

す
。「
稲
が
実
る
ほ
ど
垂
れ
る
→
豊

地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
動
報
告

作
を
願
う
」
と
い
う
こ
と
で
、
稲
の

穂
に
見
立
て
た
柳
に
ど
ん
ど
ん
つ
け

て
い
き
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
の
と
こ
ろ
で
は
「
繭
玉

づ
く
り
」
は
行
っ
て
い
ま
す
か
？
行

事
に
参
加
す
る
た
び
、
地
域
に
よ
っ

て
さ
ま
ざ
ま
な
特
性
が
あ
る
よ
う
で
、

面
白
い
で
す
。
そ
の
土
地
の
地
域
性

を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
、
地
域

の
方
と
の
交
流
も
深
ま
り
ま
す
。
刈

谷
沢
の
方
々
は
本
当
に
仲
良
し
で
笑

い
声
が
絶
え
ず
賑
や
か
で
す
。
と
て

も
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
繭
玉
づ
く
り
の
後
は
、

一
杯
（
い
っ
ぱ
い
？
）
や
り
ま
し
た

が
、
こ
れ
も
ま
た
、
住
民
同
士
の
結

び
つ
き
が
強
く
な
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

村
づ
く
り
推
進
室　

須
永
繭

【
移
住
体
験
ツ
ア
ー
計
画
中
】

田
舎
へ
の
移
住
を
考
え
て
い
る
方

向
け
の
体
験
ツ
ア
ー
が
各
地
で
開
催

さ
れ
て
い
る
の
を
ご
存
知
で
し
ょ
う

か
？
こ
の
よ
う
な
ツ
ア
ー
に
は
、
観

光
だ
け
で
な
く
、
農
業
体
験
や
田
舎

の
生
活
体
験
、
現
地
の
住
宅
や
宅
地

の
見
学
、
現
地
住
民
と
の
懇
親
会
な

ど
様
々
な
企
画
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

筑
北
村
で
も
、
移
住
を
考
え
て
い

る
方
か
ら
空
き
家
バ
ン
ク
に
関
す
る

問
い
合
わ
せ
が
増
え
て
い
る
こ
と
か

ら
、
空
き
家
を
見
学
し
な
が
ら
筑
北

村
を
見
て
体
験
し
て
も
ら
う
ツ
ア
ー

を
開
催
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
ツ
ア
ー
企
画
の
参
考
の

た
め
に
、
２
月
７
日
、
８
日
に
原
村

で
開
催
さ
れ
た
移
住
体
験
ツ
ア
ー
に

参
加
し
て
き
ま
し
た
。
ツ
ア
ー
１
日

目
は
役
場
職
員
に
よ
る
村
で
の
生
活

に
関
す
る
説
明
と
、
住
民
の
方
と
の

座
談
会
、
２
日
目
は
宅
地
と
中
古
住

宅
の
見
学
と
い
う
内
容
で
し
た
。

参
加
者
は
10
名
で
、
東
京
か
ら
の

方
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
が
、
京
都
か

ら
の
方
も
！
皆
、
原
村
で
最
も
厳
し

い
季
節
を
体
験
し
よ
う
と
敢
え
て
冬

の
部
に
参
加
し
た
そ
う
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
２
日
目
は
朝
か
ら
吹

雪
。
あ
ず
さ
が
運
休
に
な
り
、
高
速

も
一
部
通
行
止
め
に
な
る
ほ
ど
の
悪

天
候
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
原

村
の
方
は
、
村
の
印
象
が
最
悪
に
な

っ
て
し
ま
っ
た
と
が
っ
か
り
し
て
い

ま
し
た
が
、
参
加
者
の
方
に
は
、
自

然
の
厳
し
さ
を
目
の
当
た
り
に
し
、

田
舎
暮
ら
し
に
つ
い
て
よ
り
現
実
的

に
考
え
る
良
い
機
会
に
な
っ
た
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

今
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
沢
山
の

情
報
が
手
に
入
り
ま
す
が
、
生
活
に

関
す
る
情
報
は
、
実
際
に
現
地
に
足

を
運
ん
で
体
験
し
な
い
と
分
か
ら
な

い
こ
と
ば
か
り
だ
と
今
回
の
ツ
ア
ー

で
実
感
し
ま
し
た
。

筑
北
村
で
も
移
住
体
験
ツ
ア
ー
を

開
催
し
て
、
よ
り
多
く
の
人
に
筑
北

村
を
体
感
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
際
は
、
村
の
方
に
も
ぜ
ひ
色
々

な
ア
イ
デ
ア
や
ご
協
力
を
い
た
だ
き

た
い
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
！

村
づ
く
り
推
進
室　

滝
沢
麻
理

【
と
も
に
楽
し
む
多
世
代
交
流
】

村
内
の
活
動
グ
ル
ー
プ
「
か
ら
た

ち
倶
楽
部
」
が
、
凧
を
作
っ
て
坂
北

保
育
園
の
子
ど
も
た
ち
と
凧
あ
げ
を

す
る
と
い
う
お
話
を
聞
き
、
参
加
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

作
業
中
の
公
民
館
で
は
、
か
ら
た

ち
倶
楽
部
の
メ
ン
バ
ー
が
、
テ
ー
プ

を
貼
る
人
と
ビ
ニ
ー
ル
を
抑
え
る
人
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と
に
分
か
れ
て
作
業
を
し
て
い
ま

す
。「
も
っ
と
こ
っ
ち
だ
」「
そ
こ
で

ね
ぇ
」
と
、
教
え
て
も
ら
い
な
が
ら

一
緒
に
作
業
を
し
て
い
る
と
、
段
々

と
お
互
い
に
慣
れ
て
き
て
、「
お
！

そ
こ
だ
」「
う
ま
い
で
ね
ー
か
」
と
、

ほ
め
言
葉
が
増
え
て
き
て
ス
ピ
ー
ド

も
ア
ッ
プ
。
お
じ
さ
ま
同
士
の
会
話
、

掛
け
合
い
も
面
白
く
、
楽
し
く
作
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

後
日
、
坂
北
保
育
園
に
凧
が
プ
レ

ゼ
ン
ト
さ
れ
、
か
ら
た
ち
倶
楽
部
の

方
々
が
見
守
る
中
、
子
ど
も
た
ち

が
凧
に
絵
を
描
き
ま
す
。「
こ
れ
は

何
？
」「
ア
イ
活
（
ア
ニ
メ
）
だ
よ
」

「
ぼ
く
の
は
宇
宙
！
」
と
、
楽
し
げ

な
会
話
が
飛
び
交
い
ま
す
。
完
成
し

た
ら
、
い
よ
い
よ
外
で
凧
あ
げ
で
す
。

待
ち
き
れ
ず
に
走
り
回
る
子
ど
も
た

ち
。
上
着
を
着
て
帽
子
も
か
ぶ
っ
て
、

温
か
く
し
て
み
ん
な
で
外
に
出
ま
す
。

外
で
は
子
ど
も
た
ち
が
ひ
も
を
し

っ
か
り
持
っ
て
思
い
っ
き
り
走
り
ま

す
。「
あ
が
ら
な
い
よ
ー
」「
ひ
も
を

も
っ
と
短
く
し
て
み
ろ
」
と
試
行
錯

誤
が
始
ま
り
ま
す
。
色
々
試
し
て
、

「
あ
が
っ
た
！
」
と
一
緒
に
喜
ぶ
姿

が
、
大
人
も
子
ど
も
も
嬉
し
そ
う
で

印
象
的
で
し
た
。

地
域
の
人
た
ち
が
色
々
な
形
で
多

世
代
の
人
た
ち
と
関
わ
れ
る
場
、
と

て
も
大
切
で
す
ね
。
こ
れ
か
ら
も

色
々
な
交
流
の
場
に
参
加
し
て
い
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

村
づ
く
り
推
進
室　

高
橋
桃

【
一
言
欄
】

室
温
計
測
の
た
め
に
温
度
計
を
買

い
ま
し
た
。
家
の
中
が
零
度
以
下
の

日
が
大
半
で
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
凍

り
つ
い
て
い
ま
す
が
、
元
気
で
す
！

　
　
　
　
　
　
　
　
（
田
中
）

猫
が
二
階
の
吹
き
抜
け
か
ら
降
っ

て
き
ま
し
た
。
相
棒
と
サ
バ
イ
バ
ル

な
日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。（坂

井
）

２
月
は
よ
く
雪
が
降
り
ま
し
た
ね
。

筑
北
村
は
雪
の
少
な
い
と
こ
ろ
で
す

よ
～
と
、
今
後
も
ご
案
内
し
て
も
い

い
の
で
し
ょ
う
か
。
悩
み
ま
す
…
。	

　
　
　
　
　
　
　

  （
滝
沢
）

人
生
初
の
大
雪
、
雪
か
き
、
そ
し

て
初
そ
ば
打
ち
も
経
験
さ
せ
て
も
ら

え
た
２
月
で
し
た
。
筋
肉
痛
と
の
戦

い
は
続
き
ま
す
。　
　
　
　
（
高
橋
）

雪
掻
き
の
傍
ら
、
雪
の
上
に
大
の

字
で
ダ
イ
ブ
、
ご
ろ
ご
ろ
転
が
っ
て

遊
び
ま
し
た
。
雪
掻
き
の
後
の
ラ
ー

メ
ン
＆
ビ
ー
ル
は
、
そ
れ
は
そ
れ
は

最
高
で
し
た
。　
　
　
　
　
（
須
永
）

役
場
職
員
逮
捕
に
係
る
お
詫
び

役
場
の
男
性
職
員
が
、
塩
尻
市
内

の
レ
ン
タ
カ
ー
会
社
の
車
か
ら
タ
イ

ヤ
を
盗
み
、
３
月
３
日
窃
盗
容
疑
に

よ
り
諏
訪
警
察
署
に
逮
捕
さ
れ
、
容

疑
を
認
め
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
、
村
民
皆
様
を
は
じ

め
、
関
係
各
部
署
等
へ
の
信
頼
を
損

ね
る
こ
と
と
な
り
深
く
お
詫
び
申
し

上
げ
ま
す
。

今
後
は
、
公
務
員
と
し
て
の
自
覚

を
促
し
、
再
発
防
止
に
取
組
む
と
と

も
に
、
信
頼
の
回
復
に
万
全
を
期
し

て
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

お
詫
び
と
訂
正

１
月
に
発
行
し
ま
し
た
「
ホ
ッ
ト

ス
ポ
ッ
ト
ち
く
ほ
く
」（
第
49
号
）

の
６
頁
２
段
の
行
の
末
尾
、
憩
い
の

日
利
用
方
法
の
提
示
物
の
表
記
に
誤

り
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
お
詫
び

申
し
上
げ
、
訂
正
い
た
し
ま
す
。

正
し
く
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

「
・
高
齢
者
の
方

　

村
営
バ
ス
１
０
０
円
乗
車
証
」

　

林
業
の
仕
事
を
し
て
い
た
こ
と
が

あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

林
業
退
職
金
共
済
制
度（
林
退
共
）

に
加
入
し
て
い
て
、
退
職
金
を
ま
だ

受
け
取
っ
て
い
な
い
方
を
探
し
て
い

ま
す
。

　

心
当
た
り
の
方
は
、
最
寄
の
支
部

又
は
本
部
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構

　

林
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

電
話
03
―
６
７
３
１
―
２
８
８
７

　

松
塩
安
筑
老
人
福
祉
施
設
組
合
で

は
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム
温
心
寮
に
勤

務
す
る
看
護
師
を
募
集
し
ま
す
。

■
資　

格

　

看
護
師
ま
た
は
准
看
護
師
の

　

有
資
格
者

■
採
用
予
定
人
数　
　

若
干
名

■
勤
務
地

　

松
本
市
波
田
６
８
５
７
番
地

　

養
護
老
人
ホ
ー
ム　

温
心
寮

■
申
し
込
み

　

温
心
寮
に
あ
る
申
込
書
に
必
要
事

　

項
を
記
入
し
て
、
同
施
設
に
提
出

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

養
護
老
人
ホ
ー
ム
温
心
寮

　
　
　

電
話
92
―
１
０
２
０　

ま
で

林
業
退
職
金
共
済
制
度

か
ら
の
お
知
ら
せ

平成26年度国家公務員 国税専門官募集
　国税局や税務署において、税務のスペシャリストとして法律・経済・会計等の専門知識を駆
使し、国税に関する調査や滞納処分などの事務を行う国税専門官（国税調査官・国税徴収官・
国税査察官など）を募集しています。
■受 験 資 格	 1　昭和59年4月2日～平成5年4月1日生まれの者
	 	 	 2　平成5年4月2日以降生まれの者で次に掲げるもの
	 	 	 （1） 大学を卒業した者及び平成27年3月までに大学を卒業する見込みの者
	 	 	 （2） 人事院が（1）に掲げる者と同等の資格があると認める者
■試験の程度　大学卒業程度
■申込み方法等　○インターネットで次のアドレスへアクセスし、説明に従って入力
　　　　　　　　　　　　　　　　　 http://www.jinji-shiken.go.jp/juken.html
                  　　○受付期間
　　　　　　　　　平成 26年 4月 1日（火）午前 9時～ 4月 14日（月）[受信有効 ]
■試　験　日　第 1次試験日　平成 26年 6月 8 日（日）
　　　　　　　　第 2次試験日　平成 26年 7月 15日（火）～ 7月 23日（水）のいずれかの指定日
■試　験　日　第 1次試験地　高崎市、さいたま市、新潟市、松本市ほか
　　　　　　　　第 2次試験地　さいたま市ほか
■合格発表日　第 1次試験合格者	 平成 26年 7月 1 日（火）午前 9時
　　　　　　　　最 終 合 格 者　　	 平成 26年 8月 20日（水）午前 9時
■問い合わせ先　○インターネット申込みに関する問い合わせ
　　　　　　　　人事院人材局試験課　TEL：03-3581-5311　内線 2332
　　　　　　　　午前 9時 30分から午後 5時（土曜・日曜日及び祝日等の休日は除く。）

産業課地域おこし協力隊活動報告
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＂食べること＂をテーマに
　栄養士が送る…第2弾

生きることは
食べ続けること
前回までのおさらい・・・（正解は下を見てね）

そこで、今回は野菜についてもう少しチャレンジしましょう。　　野菜のパートⅡ

野菜は　ァ　　　　　    野菜と ィ　　　　　    野菜にわかれました。

野菜から食べることで ゥ　　　　　 　が急激に上がるのを防ぎ、

ェ　　　　　 　が大切に使われれます。

また、血糖がォ　　　　　 　に変わりにくいなど、肥満や糖尿病の予防にも一役。
（ヒント：膵臓から分泌されるホルモン）

お腹の調子も良くなって、便もすっきり出せればヵ　　　　　 　ガンの予防にもなるね。　

野菜の重さを
当ててみよう !!

1日に1人が摂りたい
野菜の量は

350g～400g

かさが多くてエネルギーが低い野菜を
上手におなかに入れて、
胃袋を満足させましょう

注意 !!　腎臓や心臓の機能が弱い方で、カリウムの制限があり、野菜の食べ方を気を付けなければいけない方も
　　　　います。主治医の指示に従ってください。
　　　　詳しくお知りになりたい方は、住民福祉課　栄養士までご連絡ください。（℡ 66－ 2111）

ァ　緑黄色	 ェ　インスリン
ィ　淡色	 ォ　脂肪
ゥ　血糖値	 ヵ　大腸

もやし　　200g	　ブロッコリー	 20g	 ほうれん草	 200g
白菜　　　80g	 　人参	 	 150g	 ミニトマト	 10g
きゅうり　100g	　玉ねぎ	 200g	 大根	 	 100g
（およその量です）	 	 　　　　レタス	 	 30g

ブロッコリー
１かけ

レタス １枚

〈空欄の答え〉

にんじん １本

きゅうり １本

たまねぎ １個

お で ん 位 の
大根 １個

ミニトマト １個

小松菜やほうれん草 １束

もやし １袋は

白菜 １枚

どんな野菜がどの位
お皿にはいりますか？
選ぶ目安に
してみましょう

g

g

g

gg

g

g

g

g

g

筑北村
議会だより
平成26年3月20日発行

編集　筑北村議会だより編集委員
〒399-7601
長野県東筑摩郡筑北村坂北2187番地
電話　0263-66-2211
FAX　0263-66-3656
ホームページ
http://www.vill.chikuhoku.lg.jp

本議会の映像は
筑北村ホームページから
ご覧になれます。

第50号

活
動
報
告

国
道
４
０
３
号
新
矢
越
ト
ン
ネ
ル
早
期
完
成

松
く
い
虫
被
害
対
策
要
望
を
実
施

建
設
産
業
常
任
委
員　

太
田
　
守
彦

　

２
月
３
・
４
日
二
日
間
に
わ
た
り
、

全
議
員
と
村
長
も
同
行
し
て
、
国
土

交
通
省
、
林
野
庁
（
農
林
水
産
省
）、

お
よ
び
地
元
選
出
国
会
議
員
へ
要
望

活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

国
土
交
通
省
で
は
、
新
矢
越
ト
ン

ネ
ル
は
平
成
28
年
度
中
（
平
成
29
年

３
月
末
ま
で
）
の
完
成
を
め
ざ
し
た

事
業
計
画
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

要
望
し
た
の
は
、
雪
が
降
る
前
に

ト
ン
ネ
ル
を
完
成
し
て
も
ら
う
よ
う
、

一
日
で
も
い
い
か
ら
計
画
を
前
倒
し

し
て
欲
し
い
と
い
う
も
の
で
す
。

　

加
え
て
、
ト
ン
ネ
ル
か
ら
国
道
19

号
（
木
戸
橋
交
差
点
）
に
い
た
る
ル

ー
ト
に
つ
い
て
も
道
路
整
備
と
拡
幅

を
要
望
し
て
参
り
ま
し
た
。

　

林
野
庁
で
は
、
松
く
い
虫
被
害
の

状
況
を
伝
え
、
美
し
い
ア
カ
マ
ツ
の

山
に
囲
ま
れ
、
マ
ツ
タ
ケ
の
産
地
で

あ
る
筑
北
村
の
里
山
を
守
り
た
い
と

訴
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
薬
剤
に
よ
る
空
中
散
布
が

円
滑
に
実
施
で
き
る
よ
う
国
の
支
援

を
仰
い
だ
り
、
里
山
整
備
の
遅
れ
か

ら
有
害
獣
被
害
が
拡
大
し
て
い
る
こ

と
も
伝
え
た
り
し
て
参
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
我
々
の
要
望
は
、
筑
北
村
に

と
っ
て
悲
願
で
あ
り
、
喫
緊
課
題
で

あ
る
こ
と
を
、
お
お
む
ね
理
解
し
て

い
た
だ
け
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

多
く
の
難
題
が
横
た
わ
る
中
で
、

意
義
深
い
中
央
要
望
だ
っ
た
と
思
う

の
と
同
時
に
、
村
長
と
議
会
と
が
ま

さ
に
一
枚
岩
と
な
っ
て
「
筑
北
村
を

前
進
」
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ

と
、
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

北
部
３
ヶ
村
議
会
議
員

懇
談
会
開
催

総
務
常
任
委
員
長　

山
田
　
寿

　

２
月
13
日
に
西
条
温
泉「
と
く
ら
」

に
お
い
て
、
生
坂
村
・
麻
績
村
・
筑

北
村
の
議
会
議
員
に
よ
る
懇
談
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
各
村
と
も
改
選
後
の
開

催
の
た
め
、
新
人
議
員
も
多
い
こ
と

か
ら
、
県
町
村
議
会
議
長
会
の
宮
嵜

氏
を
講
師
に
、「
議
会
・
議
員
の
組
織
・

役
割
と
議
会
運
営
の
基
礎
」
と
題
し

て
、
議
会
の
制
度
と
運
営
に
つ
い
て

研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
県
議
会
議
員
の
清
沢
英
男

先
生
か
ら
「
県
政
の
現
状
に
つ
い

て
」
と
題
し
て
、
県
の
26
年
度
予
算

関
係
、
４
年
制
大
学
の
状
況
、
都
道

府
県
議
会
議
員
の
選
挙
区
の
見
直
し

な
ど
、
身
近
な
情
報
を
交
え
て
講
演

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

懇
談
会
の
後
に
は
、
其
々
の
村
が

抱
え
て
い
る
課
題
を
確
認
し
あ
う
こ

と
も
で
き
ま
し
た
。
議
員
が
互
い
に

自
己
研
さ
ん
に
励
み
実
り
あ
る
豊
か

な
も
の
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

国
土
交
通
省
中
原
政
務
官
へ
の
陳
情

北部３ヶ村議会議員懇談会
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議
会
12
月
定
例
会

一
般
質
問

学
校
統
合
に
向
け
て
の

　
　
　
　

筑
北
村
の
一
体
性総務常任委員長

山田　寿 議員

質
問
　
村
長
は
所
信
表
明
の
中
で
、

学
校
統
合
の
前
提
と
し
て
筑
北
村
の

一
体
化
を
言
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
の

点
に
つ
い
て
伺
う
。

　

国
・
地
方
と
も
財
政
が
逼ひ

っ
ぱ
く迫
し
て

い
る
現
状
で
、
広
域
行
政
化
は
避
け

ら
れ
な
い
し
、
地
方
交
付
税
で
も
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
。
児
童
生
徒
も
よ
り

多
集
団
の
中
で
鍛
え
ら
れ
、
逞た

く
まし
く

な
る
。
坂
井
地
域
は
特
に
、
地
理
的

歴
史
的
に
麻
績
村
と
の
交
流
が
深
く
、

一
体
化
す
る
の
が
自
然
で
望
ま
し
い

と
考
え
る
。
ど
の
よ
う
な
状
態
に
な

れ
ば
、
一
体
化
と
言
え
る
の
か
尋
ね

る
。

村
長
　
筑
北
村
が
一
つ
と
言
っ
て
い

　

保
育
士
は
正
規
、
臨
時
職
員
を
含

め
て
21
名
。
そ
の
う
ち
２
名
が
産
休

等
で
休
ん
で
お
り
19
名
で
対
応
。
現

在
延
長
保
育
の
要
望
、
未
満
児
の
保

育
を
望
ま
れ
る
保
護
者
の
方
が
増
え

て
い
る
。
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
添
乗
な

ど
も
あ
り
、
不
足
の
状
態
に
あ
る
。

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
考
え
教
育
委
員

会
等
で
さ
ら
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

質
問
　
保
育
料
の
無
料
化
を
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
へ
ア
ッ
プ
し
て
、
筑
北
村
の

宣
伝
に
使
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

質
問
「
里
の
駅
」
構
想
に
つ
い
て

　
「
里
の
駅
」
構
想
の
ス
タ
ン
ス
が

不
明
で
あ
る
。
そ
こ
で
次
の
２
点
に

つ
い
て
伺
う
。
①
な
ぜ
、
３
地
域
必

要
な
の
か
。
大
規
模
に
魅
力
あ
る
も

の
を
一
箇
所
に
作
っ
て
は
、
如
何
か
。

②
な
ぜ
Ｊ
Ａ
が
入
る
の
か
伺
う
。

村
づ
く
り
推
進
室
長
　
①
地
域
の
特

色
を
生
か
し
た
体
制
整
備
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
住
民
に
根
差
し
た
活
性

化
拠
点
づ
く
り
と
な
り
、
今
、
困
難

に
な
り
つ
つ
あ
る
地
域
住
民
の
主
体

的
、
そ
し
て
自
主
的
な
活
動
を
引
き

出
し
、
持
続
可
能
な
体
制
整
備
の
構

築
が
図
ら
れ
、
最
終
的
に
は
村
づ
く

り
に
結
び
つ
い
て
い
く
。
３
地
域
ご

と
に
そ
れ
ぞ
れ
配
備
を
し
た
い
。
②

Ｊ
Ａ
は
全
世
帯
の
約
８
割
が
加
入
を

保
育
料
無
料
化
と
里
の
駅
に
つ
い
て

鎌田　欣子 議員

質
問
　
保
育
料
無
料
化
に
つ
い
て　

　

26
年
４
月
か
ら
の
実
施
で
良
い
の

か
伺
う
。

村
長
　
保
育
料
の
無
料
化
は
26
年
４

月
ス
タ
ー
ト
に
向
け
て
、
若
者
定
住

に
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
。

問
・
保
育
時
間
の
延
長
と
休
日
（
土

曜
日
）
の
保
育
に
つ
い
て　

現
状

は
？
こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
に
し
て
い

く
の
か
？　

統
合
保
育
園
の
場
合
、

延
長
・
休
日
保
育
は
本
城
地
域
、
坂

北
地
域
別
々
に
実
施
す
る
に
は
、
保

育
士
の
補
充
は
必
要
だ
と
思
う
が
、

如
何
か
。

子
ど
も
支
援
課
長
　

　
　等

の
皆
さ
ん
が
通
う
の
で
、
安
全
整

備
等
十
分
に
注
意
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

　

最
後
に
村
長
自
身
が
必
ず
26
年
４

月
か
ら
統
合
保
育
園
を
ス
タ
ー
ト
す

る
意
思
が
あ
る
か
、
ま
た
合
併
特
例

債
を
使
い
新
し
い
保
育
園
を
つ
く
る

気
持
ち
が
あ
る
か
尋
ね
る
。

村
長
　
26
年
４
月
ス
タ
ー
ト
を
崩
す

つ
も
り
は
な
い
。

　

ま
た
、
合
併
特
例
債
を
使
っ
て
新

し
い
保
育
園
を
造
る
気
持
ち
は
な
い
。

質
問
　
26
年
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
す

る
保
育
園
が
良
い
も
の
に
な
る
よ
う

に
、
保
護
者
の
皆
さ
ん
の
不
安
が
取

り
除
か
れ
る
よ
う
に
最
善
の
努
力
を

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

る
が
、
保
育
園
児
、
小
学
生
全
員
を

集
め
て
も
こ
の
く
ら
い
の
子
供
し
か

い
な
い
こ
と
を
、
保
護
者
会
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
、
村
民
等
に
認
識
し
て
も
ら
い
た

い
。
社
会
教
育
の
施
設
に
つ
い
て
も
、

こ
れ
か
ら
の
人
口
減
少
に
即
応
し
た

規
模
で
一
体
感
を
持
っ
て
進
ま
ね
ば

な
ら
な
い
。

麻
績
村
と
の
学
校
統
合
に
つ
い
て

質
問
　
麻
績
村
は
隣
村
で
あ
り
、
し

か
も
、
当
村
は
麻
績
を
中
に
し
て
両

側
に
位
置
す
る
特
異
性
を
有
す
る
。

昔
か
ら
一
体
感
の
強
い
麻
績
村
と
の

連
携
を
視
野
に
入
れ
た
統
合
は
ど
う

か
。

村
長
　
こ
の
件
に
つ
い
て
は
２
年
半

麻
績
村
と
協
議
し
て
お
り
、
こ
ち
ら

と
し
て
は
そ
の
答
え
を
待
っ
て
い
る
。

高
野
麻
績
村
長
は
「
麻
績
村
に
住
ん

で
良
か
っ
た
村
づ
く
り
」
を
目
指
し

て
い
る
。
こ
の
こ
と
を
受
け
て
当
村

も
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
対
応
し
て

い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

子
供
た
ち
の
学
習
環
境

　
　
　
　

地
域
住
民
と
の
連
携

質
問
　
児
童
生
徒
に
対
す
る
学
区
内

し
て
お
り
旧
村
の
中
心
的
拠
点
と
し

て
地
域
を
支
え
、
生
活
全
般
の
相
談

窓
口
の
機
能
も
有
す
る
Ｊ
Ａ
支
所
の

統
廃
合
問
題
（
坂
井
・
坂
北
支
所
の

閉
鎖
）
が
浮
上
。
Ｊ
Ａ
支
所
の
廃
止

は
生
活
に
大
き
く
影
響
を
与
え
る
。

今
回
の「
里
の
駅
」プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は

国
の
過
疎
地
域
等
自
立
活
性
化
推
進

事
業
で
の
ソ
フ
ト
事
業
と
し
て
、
行

政
支
所
の
窓
口
機
能
・
Ｊ
Ａ
の
Ａ
Ｔ

Ｍ
と
組
合
員
化
機
能
・
地
域
住
民
の

交
流
機
能
・
暮
ら
し
や
産
業
支
援
を

想
定
し
た
中
で
、
官
民
融
合
型
集
落

活
性
化
の
拠
点
と
し
て
構
築
し
た
い
。

保
育
園
の
統
合
に
つ
い
て横山　敬 議員

質
問
　
残
り
４
ヵ
月
で
い
ま
だ
保
護

者
に
中
身
の
あ
る
説
明
が
さ
れ
て
い

な
い
が
、
26
年
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト

出
来
る
か
尋
ね
る
。

学
校
等
統
合
準
備
室
長
　
現
在
、
統

合
の
準
備
に
進
め
た
組
織
を
立
ち
上

げ
て
、
具
体
的
な
中
身
を
進
め
て
い

外
に
お
け
る
住
民
の
参
画
が
望
ま
し

い
。
必
要
性
が
国
に
よ
り
提
唱
さ
れ

て
い
る
。
成
長
期
に
お
け
る
地
域
住

民
と
の
接
触
は
多
面
に
お
い
て
有
意

義
で
あ
り
必
要
で
も
あ
る
。
村
内
の

現
状
及
び
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ク
ー

ル
の
構
想
は
ど
う
か
。

教
育
長
　
住
民
連
携
の
必
要
性
は
教

育
委
員
会
で
も
認
識
し
、
多
く
の

方
々
の
参
加
を
え
な
が
ら
進
め
て
い

る
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ク
ー
ル
構

想
は
、
県
教
育
委
員
会
か
ら
も
設
置

を
要
請
さ
れ
て
お
り
進
め
た
い
。
学

習
図
書
館
に
つ
い
て
は
、
施
設
の
状

況
を
考
え
設
置
の
方
向
で
検
討
し
た

い
。村

主
導
の
防
護
柵
敷
設
（
広
範

囲
に
設
置
す
る
）
に
つ
い
て

質
問
　
高
齢
化
す
る
中
で
村
主
導
の

防
護
柵
を
敷
設
（
広
範
囲
に
設
置
す

る
）
で
き
な
い
か
尋
ね
る
。

産
業
課
長
　
規
模
の
大
き
な
柵
は
、

国
庫
補
助
事
業
で
、
住
民
自
身
の
設

置
と
な
る
。
農
地
プ
ラ
ン
作
成
の
上

で
、
委
託
料
と
し
て
使
え
る
金
額
が

若
干
助
成
で
き
る
制
度
が
あ
る
。

る
状
況
で
あ
る
。
11
月
21
日
に
本
城
、

坂
北
地
域
の
保
育
園
や
未
就
園
の
保

護
者
と
懇
談
会
を
行
っ
て
い
る
。
そ

の
中
で
現
在
進
め
て
い
る
状
況
を
詳

し
く
伝
え
た
。
そ
の
懇
談
会
の
中
で

は
、
26
年
４
月
に
ス
タ
ー
ト
す
る
と

了
解
い
た
だ
い
て
い
る
。

質
問
　
保
護
者
の
中
に
は
、
周
辺
道

路
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
等
、
環
境
整
備

が
解
決
し
て
か
ら
で
も
遅
く
は
な
い

と
言
う
意
見
が
大
多
数
を
占
め
て
い

る
が
考
え
を
尋
ね
る
。

学
校
等
統
合
準
備
室
長
　
周
辺
道
路

に
つ
い
て
は
、
村
単
独
で
行
う
の
は

財
政
的
に
非
常
に
厳
し
い
状
況
で
あ

る
。
補
助
金
な
ど
を
活
用
し
て
計
画

的
に
整
備
し
て
い
く
。
ス
ク
ー
ル
バ

ス
に
つ
い
て
は
26
年
４
月
か
ら
運
行

出
来
る
よ
う
に
整
備
し
て
い
る
。

質
問
　
な
る
べ
く
保
護
者
の
皆
さ
ん

の
不
安
が
な
い
よ
う
迅
速
丁
寧
に
情

報
を
お
伝
え
い
た
だ
き
た
い
。
最
終

的
に
周
辺
整
備
が
す
べ
て
終
わ
る
時

期
は
い
つ
か
尋
ね
る
。

学
校
等
統
合
準
備
室
長
　
周
辺
の
道

路
環
境
整
備
等
に
つ
い
て
は
、
非
常

に
多
額
の
費
用
が
掛
か
る
。
期
間
に

つ
い
て
は
、
明
言
で
き
な
い
。

質
問
　
な
る
べ
く
早
く
環
境
整
備
を

し
て
い
た
だ
い
て
、
そ
の
間
も
園
児

基本時間
8：30～16：30

〈現状〉
８：００～１８：００
朝３０分、夕１時間半延長

〈改善〉
７：３０～１８：３０

朝1時間、夕方2時間延長
希望者があれば
７：００～１９：００対応

※土曜保育は現状どおり筑北ひまわり保育園
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筑
北
村
防
災
計
画
に
つ
い
て佐藤　文男 議員

質
問
　
村
の
地
域
防
災
計
画
の
見
直

し
状
況
を
尋
ね
る
。

総
務
課
長
　
国
や
県
も
見
直
し
修
正

が
行
わ
れ
て
お
り
、
大
沢
地
区
の
豪

雨
災
害
な
ど
の
課
題
も
踏
ま
え
て
改

正
を
進
め
て
い
る
。
遅
れ
て
い
る
が

26
年
度
に
は
見
直
し
改
定
す
る
。

質
問
　
防
災
計
画
に
つ
い
て
知
ら
な

い
方
が
多
い
の
で
、
公
表
し
て
関
係

者
の
教
育
や
訓
練
な
ど
必
要
と
思
う

が
、
今
後
の
考
え
を
尋
ね
る
。

総
務
課
長
　
見
直
し
が
終
了
し
た
ら

広
報
す
る
。
方
法
に
つ
い
て
は
現
在

検
討
中
で
あ
る
。
関
係
者
の
教
育
や

訓
練
に
つ
い
て
は
、
自
主
防
災
組
織

な
ど
様
々
な
機
会
の
中
で
研
修
や
訓

練
が
、
で
き
る
よ
う
働
き
か
け
を
し

て
い
く
。

質
問
　
防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
つ

い
て
近
隣
市
町
村
は
実
施
中
だ
が
、

作
成
し
全
戸
配
布
す
る
予
定
が
あ
る

か
尋
ね
る
。

約
６
億
２
千
万
円
で
あ
り
、
今
後
の
事
業

と
し
て
は
、
①
本
庁
舎
方
式
導
入
に
伴
う

庁
舎
改
修
工
事
、
②
学
校
統
合
に
伴
う
改

修
、
③
水
路
の
改
修
、
④
防
災
拠
点
施
設

の
整
備
、
⑤
定
住
促
進
の
た
め
の
住
宅
整

備
、
⑥
集
団
生
活
住
宅
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
等
を
含
む
問
題
、
社
会
教
育
施
設
の
整

備
な
ど
を
考
え
て
い
る
。

　

事
業
の
適
正
を
考
慮
し
、
過
疎
対
策

事
業
債
と
併
せ
て
活
用
し
て
い
き
た
い
。

質
問
　
筑
北
村
の
公
債
費
比
率
は
現

在
11
・
４
％
で
あ
る
が
、
今
後
の
財

政
運
営
を
考
慮
す
る
な
か
で
、
公
債

費
比
率
の
基
本
的
な
考
え
方
は
い
か

が
か
。

村
長
　
県
下
の
平
均
は
９・７
％
で
あ
る

が
、
今
後
の
発
行
額
で
推
計
す
る
と
８
年

か
ら
10
年
後
頃
に
元
利
償
還
金
が
最
も
多

く
な
る
と
予
測
さ
れ
、
そ
の
時
点
で
の
公

債
費
比
率
は
現
在
と
同
水
準
ぐ
ら
い
と
見

て
い
る
。
や
る
べ
き
事
業
を
し
っ
か
り
行

う
と
す
れ
ば
、
あ
る
程
度
起
債
発
行
を
し

て
も
現
在
と
同
水
準
ぐ
ら
い
で
維
持
し
て

い
け
る
と
考
え
て
い
る
。

質
問
　
26
年
度
予
算
で
は
、
過
疎
対

策
事
業
債
と
合
わ
せ
て
ど
の
程
度
見

込
ま
れ
て
い
る
か
尋
ね
る
。

村
長
　
村
債
発
行
額
を
４
億
円
以
内

と
し
た
い
目
標
を
も
っ
て
お
り
、
２

起
債
合
わ
せ
て
２
億
５
千
万
円
程
度

も
含
め
、
今
後
の
計
画
な
ど
進
め
て

い
く
。合

併
特
例
債
に
つ
い
て

待井　安登 議員

質
問
　
合
併
特
例
債
を
活
用
し
て
の

事
業
計
画
と
借
入
見
込
額
に
つ
い
て

尋
ね
る
。

村
長
　
合
併
特
例
債
発
行
期
間
が
延
長

さ
れ
、
筑
北
村
は
32
年
度
ま
で
で
あ
る
。

事
業
費
の
発
行
可
能
額
は
47
億
１
千
万
円

と
な
っ
て
い
る
。
現
在
ま
で
の
発
行
額
は
、

得
す
る
際
の
申
請
手
数
料
全
額
助
成
を

し
て
鳥
獣
捕
獲
対
策
を
進
め
て
い
る
。

質
問
　
現
在
の
猟
友
会
の
会
員
数
は

何
人
か
尋
ね
る
。

産
業
課
長
　
第
１
種
猟
銃
が
29
名
、

わ
な
が
38
名
、
網
が
１
名
で
会
員
数

合
計
58
名
で
あ
る
。

質
問
　
冬
の
時
期
に
群
れ
で
里
山
に
住

み
つ
く
こ
と
は
数
回
し
か
な
く
、
そ
の
時

は
最
高
の
駆
除
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
。
支
部

長
か
ら
依
頼
が
あ
っ
た
場
合
の
緊
急
駆
除

対
応
と
し
て
、
猟
友
会
員
の
役
場
職
員
を

動
員
す
る
考
え
は
な
い
か
尋
ね
る
。

村
長
　
銃
で
駆
除
で
き
る
猟
友
会
員
29

名
の
内
、
役
場
職
員
は
私
も
い
れ
て
７
名

い
る
。
長
野
県
の
場
合
を
見
る
と
、
有
害

鳥
獣
駆
除
の
対
策
室
を
設
置
し
て
実
施
し

て
い
る
村
も
あ
る
。
今
後
、
銃
を
持
っ
た

会
員
と
相
談
し
対
策
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　

総
務
課
長
　
全
戸
配
布
の
予
定
で
原

案
が
で
き
て
い
る
。
現
在
警
戒
区
域

な
ど
の
指
定
の
調
査
が
行
わ
れ
て
お

り
、
結
果
の
説
明
会
が
終
わ
り
次
第

見
直
し
を
し
て
公
表
し
て
い
く
。

質
問
　
当
村
の
災
害
時
の
避
難
施
設

や
場
所
が
、
災
害
想
定
範
囲
の
中
に

入
っ
て
い
る
場
所
が
あ
る
。
見
直
す

予
定
が
あ
る
か
尋
ね
る
。

総
務
課
長
　
現
在
27
カ
所
中
12
カ
所

が
災
害
想
定
範
囲
の
中
に
入
っ
て
い

る
。
当
村
の
よ
う
に
、
山
に
囲
ま
れ

た
所
は
、
す
べ
て
外
す
の
は
難
し
い

と
考
え
て
お
り
、
災
害
の
種
類
や
状

況
ご
と
に
、
使
用
場
所
を
変
え
て
い

く
こ
と
も
検
討
す
る
。

質
問
　
そ
の
場
合
は
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

作
っ
て
、
災
害
に
備
え
た
訓
練
も
必

要
と
思
う
の
で
検
討
し
て
い
た
だ
き

た
い
。若

者
定
住
対
策
に
つ
い
て

質
問
　
20
代
か
ら
40
代
の
人
を
対
象

に
、
村
で
定
住
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
た
が
、
結
果
に
つ
い
て

尋
ね
る
。

村
づ
く
り
推
進
室
長
　
村
営
住
宅
の

整
備
に
つ
い
て
、
諸
条
件
の
ニ
ー
ズ

を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
若
者
定
住

を
見
込
ん
で
い
る
。

松
く
い
虫
対
策
に
つ
い
て

質
問
　
被
害
が
拡
大
す
る
な
か
で
、

現
在
の
状
況
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

産
業
課
長
　
25
年
春
先
に
約
６
０
０

本
の
確
認
を
し
、
４
０
０
本
超
の
処

理
を
し
た
が
、
現
在
は
春
先
同
様
に

推
計
で
６
０
０
本
位
あ
る
。

　

ま
た
場
所
的
に
は
急
傾
斜
地
な
ど
手

が
つ
か
な
い
状
況
で
あ
る
。
本
城
・
坂

北
地
域
で
は
、
富
蔵
周
辺
高
速
道
路
わ

き
、
十
二
パ
ー
キ
ン
グ
周
辺
、
向
原
な

ど
で
あ
り
全
体
の
80
％
を
占
め
て
い
る
。

質
問
　
防
除
の
た
め
に
空
中
散
布
を

し
て
い
る
が
、効
果
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

産
業
課
長
　
被
害
を
抑
え
る
と
い
う

意
味
で
は
効
果
あ
り
と
捉
え
て
い
る
。

現
在
差
切
地
籍
16
Ｈ
Ａ
を
６
月
に
実

施
し
て
い
る
。
薬
剤
効
果
が
約
２
ヶ

月
で
あ
り
感
染
時
期
を
想
定
し
有
効

に
機
能
し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

質
問
　
薫
蒸
処
理
を
し
た
被
害
木
の

利
用
に
つ
い
て
考
え
を
尋
ね
る
。

産
業
課
長
　
伐
倒
薫
蒸
処
理
を
し
て

い
る
中
の
薬
剤
は
、
最
低
１
ヶ
月
で

被
害
が
な
く
な
り
利
用
が
可
能
と
な

る
。
県
で
は
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
に
利

用
を
検
討
し
、
近
隣
の
安
曇
野
市
、

促
進
策
の
方
向
性
に
つ
い
て
調
査
し

た
。
集
計
さ
れ
た
諸
デ
ー
タ
の
ま
と

め
と
し
て
、
村
の
特
徴
や
長
所
を
多

く
の
人
に
情
報
発
信
し
、
村
に
関
心

を
持
つ
人
を
増
や
す
こ
と
が
必
要
で

あ
り
、
移
住
・
定
住
促
進
策
を
積
極

的
に
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
と
い
う

結
果
だ
。

質
問
　
若
い
人
の
意
見
を
取
り
入
れ

て
い
く
必
要
が
あ
る
が
、
考
え
を
尋

ね
る
。

村
づ
く
り
推
進
室
長
　
将
来
の
地
域

の
中
心
的
な
役
割
を
担
う
世
代
の
意

見
を
聞
く
機
会
を
つ
く
る
必
要
が
あ

る
と
思
う
。

質
問
　
役
場
庁
内
の
若
者
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
状
況
と
今
後
の
予
定
を
尋
ね

る
。

村
づ
く
り
推
進
室
長
　
現
在
は
、
信

州
ち
く
ほ
く
ウ
ェ
ブ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と

い
う
任
意
団
体
を
作
り
、
村
の
情
報

発
信
や
地
域
振
興
に
つ
い
て
活
動
し

て
い
る
。
今
後
の
運
営
に
つ
い
て
は

検
討
中
。

質
問
　
結
婚
推
進
事
業
に
つ
い
て
活

動
状
況
と
今
後
の
計
画
な
ど
を
尋
ね

る
。

住
民
福
祉
課
長
　
結
婚
推
進
員
６
名

で
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
含
め
て
活
動

中
。
推
進
員
は
、
民
間
の
事
業
委
託

池
田
町
で
、
ま
き
ボ
イ
ラ
ー
に
よ
る

利
活
用
計
画
が
一
部
実
施
さ
れ
て
い

る
。
村
で
も
何
ら
か
の
形
で
利
用
で

き
な
い
か
検
討
し
て
い
き
た
い
。

質
問
　
今
後
の
防
除
対
策
に
つ
い
て

尋
ね
る
。

村
長
　
空
中
防
除
、
地
上
散
布
は
本

年
と
同
規
模
を
予
定
し
、
倒
木
処
理

は
25
年
春
の
５
割
増
と
し
た
い
。
対

策
の
な
か
で
駆
除
後
は
桜
な
ど
新
し

い
樹
木
を
植
え
完
了
と
し
た
い
。

当
村
の
有
害
鳥
獣
駆
除
対
策
を
問
う

中村　弘 議員

質
問
　
有
害
鳥
獣
対
策
は
ど
の
よ
う

に
実
施
し
て
い
る
か
尋
ね
る
。

産
業
課
長
　
村
が
、
筑
北
村
猟
友
会

３
支
部
と
委
託
契
約
し
、
捕
獲
従
事
者

に
年
間
２
万
円
、
ま
た
国
の
鳥
獣
被
害

防
止
緊
急
捕
獲
対
策
交
付
金
を
活
用
し
、

ニ
ホ
ン
ジ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
の
捕
獲
に
１

頭
１
万
３
千
円
を
支
払
っ
て
い
る
。
ま

た
、
捕
獲
を
進
め
る
た
め
捕
獲
用
具
の

貸
し
出
し
、
新
規
に
狩
猟
者
免
許
を
取

　若者定住促進住宅　鳥獣被害状況
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村
長
公
約
に
つ
い
て

宮島　義次 議員

質
問
　
村
長
公
約
の
中
か
ら
次
の
点

に
つ
い
て
尋
ね
る
。
１
点
目
は
合
併

特
例
債
を
使
っ
て
の
村
の
重
複
施
設

を
変
更
す
る
と
し
て
い
る
が
、
構
想

を
尋
ね
る
。

村
長
　
26
年
度
中
に
検
討
委
員
会
を

作
り
、
学
校
統
合
に
よ
る
空
き
校
舎
、

社
会
教
育
施
設
な
ど
村
の
施
設
が
い

く
つ
あ
る
か
精
査
し
て
、
ど
の
よ
う

な
形
で
残
し
た
ら
よ
い
か
、
ま
た
こ

れ
か
ら
の
里
の
駅
も
含
め
計
画
を
つ

く
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

質
問
　
こ
の
ほ
か
合
併
特
例
債
を
使

っ
て
ど
の
よ
う
な
事
業
を
考
え
て
い

る
か
尋
ね
る
。

村
長
　
本
庁
方
式
の
導
入
に
伴
う
庁

舎
の
改
築
、
学
校
統
合
に
伴
う
改
修
、

水
路
改
修
、
防
災
拠
点
の
施
設
整
備
、

定
住
促
進
の
住
宅
整
備
、
集
団
生
活

住
宅
（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
）
で
あ
る
。

　

こ
の
中
で
集
団
生
活
住
宅
は
高
齢

者
の
一
人
暮
ら
し
、
二
人
暮
ら
し
の

産
業
課
長
　
都
会
の
子
供
た
ち
を
受

入
れ
た
家
庭
で
は
、
若
干
の
報
酬
に

加
え
生
き
が
い
対
策
に
も
な
っ
て
い

る
。

質
問
　
交
流
人
口
の
多
さ
を
目
標
に

す
る
の
で
は
な
く
、
双
方
向
の
交
流

と
か
年
齢
層
の
幅
を
広
げ
る
こ
と
も

交
流
事
業
の
あ
り
方
だ
と
考
え
る
が

ど
う
か
。

産
業
課
長
　
ご
指
摘
の
件
は
認
識
し

て
い
る
。
し
か
し
、
事
業
を
安
定
す

る
た
め
に
は
70
軒
程
度
の
受
入
れ
家

庭
が
必
要
で
あ
り
、
夏
休
み
な
ど
実

施
時
期
の
調
整
も
必
要
と
な
り
、
課

題
で
あ
る
。

質
問
　「
里
の
駅
構
想
」
は
推
進
協

議
会
と
並
行
し
て
、
外
部
委
託
の
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
も
進
ん
で
い
る
。

26
年
度
は
ど
の
よ
う
な
組
織
で
里
の

駅
構
想
を
実
現
さ
せ
て
い
く
の
か
伺

う
。
特
に
外
部
業
者
へ
来
年
度
の
契

約
更
新
も
迫
っ
て
お
り
、
継
続
す
る

の
か
尋
ね
る
。

村
づ
く
り
推
進
室
長
　
今
年
度
は
国

の
補
助
事
業
の
中
で
動
い
て
い
る
。

１
月
の
予
算
要
望
時
期
ま
で
に
、
来

年
度
の
方
向
性
を
決
定
し
た
い
。

か
。

産
業
課
長
　
空
中
防
除
の
実
施
は
苦

情
や
反
対
活
動
も
あ
り
範
囲
を
拡
大

す
る
に
は
県
等
と
調
整
が
必
要
で
あ

る
。

質
問
　
松
く
い
虫
被
害
は
深
刻
で
あ

り
森
林
税
を
活
用
し
、
北
部
３
村
で

共
同
実
施
が
可
能
か
実
現
性
を
尋
ね

る
。

産
業
課
長
　
現
在
実
施
し
て
い
る
空

中
防
除
の
中
で
実
施
場
所
を
調
整
す

る
こ
と
は
可
能
。
な
お
森
林
税
を
使

っ
て
の
空
中
防
除
は
補
助
対
象
と
な

っ
て
い
な
い
。

質
問
　
村
Ｐ
Ｒ
用
看
板
を
設
置
す
る

件
に
つ
い
て
、「
道
の
駅
さ
か
き
た
」

へ
設
置
す
る
考
え
は
な
い
か
尋
ね
る
。

村
長
　
当
施
設
の
経
緯
と
し
て
旧
坂

北
村
が
松
本
建
設
事
務
所
と
結
ん
だ

協
定
書
が
あ
り
、
看
板
を
設
置
す
る

場
合
に
は
協
議
が
必
要
と
な
る
。
立

地
場
所
や
Ｐ
Ｒ
効
果
の
面
で
検
討
の

中
に
加
え
る
。

質
問
　
前
飯
森
村
長
は
都
市
と
の
交

流
事
業
を
テ
ー
マ
に
「
種
」
を
播
い

た
。
種
を
育
て
る
人
、
収
穫
す
る
人

は
関
川
村
長
に
代
わ
っ
て
も
、
そ
の

種
を
無
駄
に
す
る
こ
と
は
村
民
益
に

繋
が
ら
な
い
。
交
流
事
業
の
評
価
に

つ
い
て
尋
ね
る
。

す
る
事
業
は
何
か
尋
ね
る
。

村
長
　
主
要
事
業
の
中
で
は
、
保
育

料
無
料
化
が
一
番
で
あ
る
。
次
の
水

資
源
の
問
題
は
、
な
る
べ
く
一
般
財

源
を
使
わ
ず
に
、
国
・
県
の
補
助
金

を
使
っ
て
の
環
境
整
備
を
考
え
る
。

質
問
　
24
年
度
の
各
合
計
の
決
算
及

び
資
金
の
運
用
を
含
め
て
、
審
査
意

見
書
の
記
載
事
項
に
つ
い
て
、
ど
の

様
に
当
初
予
算
へ
反
映
し
た
予
算
計

上
が
さ
れ
る
か
考
え
を
尋
ね
る
。

総
務
課
長
　
予
算
編
成
の
具
体
的
取

組
み
の
全
体
的
事
項
と
い
う
と
こ
ろ

で
、
歳
入
・
歳
出
と
も
に
監
査
委
員

の
意
見
、
指
摘
事
項
に
つ
い
て
は
真

摯
に
受
け
止
め
、
予
算
に
適
切
に
反

映
す
る
よ
う
に
掲
げ
て
い
る
。
職
員

一
人
ひ
と
り
が
、
事
業
の
費
用
対
効

果
を
意
識
し
、
創
意
工
夫
と
柔
軟
な

発
想
で
当
初
予
算
計
上
に
取
り
組
む
。

皆
さ
ん
を
災
害
か
ら
守
っ
て
い
く
施

設
で
、
村
の
一
番
大
き
な
事
業
と
考

え
て
い
る
。

質
問
　
２
点
目
は
若
者
定
住
対
策
の

中
で
保
育
料
の
無
料
化
を
実
施
す
る

と
な
っ
て
い
る
が
実
施
時
期
に
つ
い

て
尋
ね
る
。

村
長
　
保
育
料
の
無
料
化
は
、
未
満

児
の
保
育
料
と
給
食
費
を
除
い
た
年

少
か
ら
年
長
ま
で
の
無
料
保
育
で
あ

る
。
実
施
時
期
に
つ
い
て
は
、
26
年

度
４
月
か
ら
実
施
で
き
る
よ
う
に
教

育
委
員
会
に
指
示
し
て
い
る
。
費
用

も
私
の
思
っ
て
い
た
以
下
に
抑
え
ら

れ
る
と
思
う
の
で
、
４
月
か
ら
実
施

で
き
る
と
考
え
る
。
無
料
化
に
よ
る

財
政
面
に
つ
い
て
は
、
教
育
委
員
会

で
デ
ー
タ
が
出
て
い
る
の
で
子
ど
も

支
援
課
長
か
ら
説
明
す
る
。

子
ど
も
支
援
課
長
　
年
少
以
上
の

保
育
料
無
料
化
に
よ
り
年
間
で
１
，

８
８
０
万
円
位
の
歳
入
が
減
る
と
見

込
ま
れ
る
。

質
問
　
３
点
目
は
Ｊ
Ｒ
篠
ノ
井
線
の

複
線
化
に
向
け
、
ど
の
よ
う
な
取
り

組
み
を
考
え
て
い
る
か
尋
ね
る
。

村
長
　
複
線
化
に
力
を
入
れ
て
い
き

た
い
。
そ
の
よ
う
な
中
で
安
曇
野
市

長
よ
り
長
野
市
か
ら
塩
尻
市
ま
で
の

沿
線
市
村
で
連
絡
調
整
会
議
の
よ
う

健
全
な
財
政
構
造
に
よ
る

当
初
予
算
編
成
基
本
方
針

山崎　広道 議員

質
問
　
26
年
度
当
初
予
算
編
成
方
針

は
、
現
況
の
筑
北
村
の
財
政
状
況
を

十
分
考
慮
し
た
予
算
編
成
に
な
る
か

と
思
う
。
そ
こ
で
歳
入
・
歳
出
の
見

通
し
と
、
主
要
事
業
を
尋
ね
る
。

総
務
課
長
　
予
算
編
成
方
針
に
基
づ

い
て
、
職
員
は
１
月
中
旬
に
予
算
要

求
シ
ス
テ
ム
に
入
力
作
業
を
す
る
。

歳
入
は
、
村
財
政
等
の
自
主
財
源
の

増
収
は
非
常
に
厳
し
い
状
況
で
あ
る
。

交
付
税
も
減
額
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

歳
出
で
は
、
社
会
保
障
費
や
老
朽
化

施
設
、
備
品
な
ど
の
維
持
補
修
費
が

年
々
増
加
傾
向
に
あ
る
。
更
に
庁
舎

の
統
合
、
学
校
統
合
等
、
大
型
の
臨

時
的
な
建
設
費
が
増
加
す
る
見
込
み
。

　

次
に
特
別
会
計
の
支
出
、
歳
出
の

繰
出
の
関
係
に
お
い
て
は
、
国
保
や

介
護
保
険
な
ど
ル
ー
ル
分
と
し
て
の

繰
出
も
、
特
に
介
護
保
険
は
給
付
費

が
か
な
り
伸
び
て
い
る
状
況
に
あ
る
。

な
も
の
の
立
上
げ
の
話
が
あ
っ
た
。

今
後
こ
の
よ
う
な
形
で
Ｊ
Ｒ
も
参
加

す
る
中
で
検
討
さ
れ
て
い
く
と
思
っ

て
い
る
。
こ
こ
に
筑
北
村
も
参
加
し
、

と
も
に
協
力
し
合
っ
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

予
算
編
成
方
針
に
つ
い
て太田　守彦 議員

質
問
　
村
の
喫
緊
課
題
及
び
先
般
の

所
信
表
明
に
対
し
て
質
問
す
る
。
有

害
獣
か
ら
生
命
の
安
全
を
守
る
に
は

さ
ら
な
る
個
体
数
削
減
が
必
要
で
あ

る
。
25
年
度
予
算
を
み
る
と
防
護
柵

資
材
購
入
が
九
割
を
占
め
て
お
り
、

個
体
数
削
減
に
も
っ
と
踏
み
込
ん
だ

予
算
編
成
が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う

か
。

産
業
課
長
　
猟
友
会
三
支
部
に
委
託

し
頭
数
の
確
保
を
お
願
い
し
て
い
る
。

新
た
な
対
策
に
つ
い
て
は
検
討
す
る
。

質
問
　
松
く
い
虫
対
策
の
一
つ
、
空

中
防
除
に
つ
い
て
は
コ
ス
ト
的
に
安

い
等
の
利
点
が
あ
り
、
も
っ
と
実
施

範
囲
を
広
げ
る
べ
き
で
あ
る
が
ど
う

質
問
　
村
の
主
要
事
業
に
お
い
て
の

最
重
要
課
題
と
継
続
事
業
を
尋
ね
る
。

総
務
課
長
　
中
長
期
的
な
視
点
で
健

全
な
財
政
構
造
の
改
善
を
前
提
と
し

て
、
引
き
続
き
最
重
要
課
題
を
人
口

減
の
ス
ト
ッ
プ
、
人
口
増
対
策
と
し
、

こ
れ
を
基
軸
と
し
た
若
者
定
住
促
進
、

子
育
て
支
援
の
充
実
、
高
齢
者
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
村
づ
く
り
を
重
点

課
題
と
し
て
施
策
を
推
進
す
る
。　

継
続
事
業
に
お
い
て
は
、
例
え
ば
福

祉
関
係
で
行
っ
て
い
る
事
業
等
は
基

本
的
に
は
、
継
続
し
て
や
っ
て
い
く

と
い
う
考
え
で
い
る
。

質
問
　
区
か
ら
村
へ
の
要
望
事
項
の

当
初
予
算
へ
の
対
処
は
、
国
・
県
の

補
助
金
の
動
向
を
見
据
え
て
の
予
算

計
上
で
村
単
事
業
へ
の
振
替
え
実
施

も
考
え
ら
れ
る
が
、
予
算
枠
の
中
で
、

最
終
段
階
で
調
整
す
る
か
尋
ね
る
。

総
務
課
長
　
区
・
村
民
要
望
事
項
と

新
規
事
業
に
つ
い
て
は
、
予
算
要
望

が
上
が
っ
て
き
た
段
階
で
、
優
先
順

位
を
つ
け
て
の
判
断
と
い
う
形
に
な

る
と
思
わ
れ
る
。
大
型
事
業
等
も
あ

る
の
で
、
全
体
的
な
財
政
の
バ
ラ
ン

ス
を
考
慮
し
て
の
決
定
と
な
る
。

質
問
　
26
年
度
の
主
要
事
業
計
画
で
、

村
長
が
公
約
し
た
６
項
目
の
中
に
お

い
て
、
当
初
予
算
へ
計
上
し
て
実
施
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麻
績
村
と
の
合
併
に
つ
い
て小山　正博 議員

質
問
　
ま
ず
は
筑
北
村
の
村
づ
く
り

を
優
先
し
て
、
麻
績
村
と
は
、
交
流

連
帯
を
深
め
て
と
の
公
約
だ
が
、
次

の
３
点
に
つ
い
て
考
え
を
伺
う
。

①
交
流
・
連
帯
を
深
め
る
具
体
的
な

施
策
は
何
か
を
尋
ね
る
。

村
長
　
両
村
長
と
も
、
一
致
し
て
い

る
こ
と
は
、
ま
だ
合
併
の
時
期
で
は

な
い
。
こ
れ
か
ら
合
併
に
向
け
て
や

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
昨

年
か
ら
実
施
の
成
人
式
の
合
同
開
催
、

高
速
通
信
網
の
情
報
の
公
開
、
下
水

道
の
終
末
処
理
の
運
用
等
を
検
討
し

た
い
。

質
問
　
②
全
村
民
の
７
割
近
く
が
、

坂
井
地
域
に
お
い
て
は
９
割
近
く
が
、

合
併
に
賛
成
と
の
新
聞
の
調
査
が
あ

り
、
ど
う
評
価
す
る
か
尋
ね
る
。

村
長
　
調
査
は
調
査
で
受
け
止
め
な

け
れ
ば
い
け
な
い
。
し
か
し
こ
の
問

題
は
、
筑
北
村
の
あ
り
方
に
係
っ
て

く
る
。
坂
井
地
域
は
、
麻
績
村
を
通

第
23
回
参
議
院
議
員

通
常
選
挙
県
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

２
月
12
日
東
御
市
に
お
い
て
「
明

る
い
選
挙
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
開

催
さ
れ
、
そ
こ
で
平
成
25
年
７
月
に

執
行
さ
れ
た
、
第
23
回
参
議
院
議
員

通
常
選
挙
の
長
野
県
選
挙
管
理
委
員

会
委
員
長
表
彰
の
伝
達
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

日
頃
か
ら
村
民
の
皆
さ
ん
に
ご
協

力
い
た
だ
き
、
選
挙
に
対
す
る
意
識

の
高
さ
や
投
票
に
臨
む
姿
勢
な
ど
、

当
村
の
功
績
が
認
め
ら
れ
筑
北
村
選

挙
管
理
委
員
会
と
し
て
、
受
賞
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
心
か
ら
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
26
年
度
８
月
に
は
県
知
事

選
挙
も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

今
後
も
選
挙
に
対
し
ま
し
て
、
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

当
村
の
他
に

３
委
員
会
、
個

人
の
方
で
２
名

の
方
が
県
委
員

長
表
彰
を
受
賞

さ
れ
、
２
名
の

方
が
総
務
大
臣

表
彰
を
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。

っ
て
行
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
特
別

な
地
域
だ
。
学
校
の
問
題
、
坂
井
住

民
と
教
育
委
員
会
、
行
政
を
含
め
て
、

話
合
い
が
、
非
常
に
少
な
い
。
今
後

教
育
委
員
会
に
指
示
し
て
、
月
に
数

回
は
話
合
い
を
し
て
、
筑
北
の
よ
い

と
こ
ろ
を
坂
井
住
民
に
知
っ
て
い
た

だ
き
た
い
。

質
問
　
③
合
併
後
８
年
、
村
が
一
つ

に
な
っ
て
お
ら
ず
停
滞
し
て
い
る
と

し
て
い
る
が
、
原
因
は
何
と
考
え
る

か
。

村
長
　
当
村
は
、
旧
３
ヵ
村
時
代
の

施
設
が
多
数
あ
り
、
そ
の
施
設
の
統

廃
合
が
、
計
画
さ
れ
な
か
っ
た
の
が

一
つ
の
原
因
と
考
え
る
。

　
有
害
獣
防
護
柵
設
置
に
つ
い
て

質
問
　
有
害
獣
が
住
宅
近
く
ま
で
出

没
し
て
お
り
、
個
体
数
を
減
ら
す
努

力
に
も
限
界
が
あ
り
、
防
護
柵
の
設

置
が
有
効
と
考
え
る
。
設
置
予
定
、

検
討
中
の
地
域
を
尋
ね
る
。

産
業
課
長
　
現
在
坂
井
地
域
の
下
安

坂
地
区
が
、
予
定
さ
れ
て
い
る
だ
け

で
、
他
地
域
に
動
き
は
な
い
。

質
問
　
予
定
が
一
カ
所
の
み
と
い
う

の
は
、
問
題
だ
と
考
え
る
。
原
因
と

対
策
を
尋
ね
る
。

産
業
課
長
　
柵
の
材
料
は
全
部
支
給

さ
れ
る
が
、
施
工
は
地
元
の
皆
さ
ん

で
実
施
の
た
め
、
そ
こ
が
一
番
ネ
ッ

ク
に
な
っ
て
い
る
。

国
庫
補
助
で
の
施
工
は
、
地
元
実
施

が
条
件
の
た
め
。
25
年
度
に
「
人　

･

農
地
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
て
頂
き
、

村
か
ら
の
補
助
金
を
賃
金
等
に
充
て

て
頂
き
た
い
。

質
問
　
村
内
で
は
東
山
、
別
所
、
大

野
田
地
区
が
設
置
済
み
で
あ
る
。
そ

の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
村
が
間
に
入
っ
て
、

予
定
地
区
に
繋
げ
る
か
尋
ね
る
。

産
業
課
長
　
実
施
地
区
の
現
状
を
知

っ
て
頂
く
よ
う
対
応
す
る
。

　

ま
た
、
先
進
優
良
事
例
と
し
て
朝

日
村
へ
の
視
察
も
、
関
係
者
に
提
案

し
た
い
。

議会日誌

1月

2月

12 日

15日

16日

17日

20日

28・29日

31日

3・4日

5日

6日

7日

12日

13日

14日

17日

19日

21日

25日

28日

消防団出初式

郡村長会新年会

犀川砂防事務所要望

長野県地方自治政策課題研修会

第1回議会臨時会・商工会新年賀詞交歓会

松本広域連合議会常任委員会

町村議会正副議長・正副常任委員長研修会

中央要望活動

穂高広域施設組合議会

議会だより編集委員会

安曇野松筑広域環境施設組合議会

筑北クリーンセンター組合議会

議会運営委員会・北部３ヶ村議会議員懇談会

松本広域連合議会

全員協議会

松塩筑木曽老人福祉施設組合議会

郡村議会議長会総会

県町村議長会定期総会

麻績村筑北村学校組合議会

3・4日

5日

6日

7日

12日

13日

14日

17日

19日

21日

25日

28日

中央要望活動

穂高広域施設組合議会

議会だより編集委員会

安曇野松筑広域環境施設組合議会

筑北クリーンセンター組合議会

議会運営委員会・北部３ヶ村議会議員懇談会

松本広域連合議会

全員協議会

松塩筑木曽老人福祉施設組合議会

郡村議会議長会総会

県町村議長会定期総会

麻績村筑北村学校組合議会

　防護柵

参議院選挙表彰伝達式

林野庁研究指導課池田課長への陳情

北部３ヶ村議会議員懇談会
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第50号

　

高
齢
者
を
対
象
に
年
間
を
通
し
シ

ニ
ア
大
学
を
開
校
し
ま
し
た
。

第
１
回　

期
待
い
っ
ぱ
い
の
5
月

　

開
講
式
と
講
演
会

　

み
ん
な
で
創
る
「
元
気
な
村
」
を

テ
ー
マ
に
前
筑
北
村
長
の
飯
森
紀
元

さ
ん
に
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

第
２
回　

健
康
第
一
の
6
月

　
「
高
齢
者
の
心
と
身
体
の
健
康
づ

く
り
」
を
テ
ー
マ
に
村
住
民
福
祉
課

の
吉
池
千
賀
子
課
長
補
佐
に
講
演
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

第
３
回　

旅
で
楽
し
く
学
ぶ
7
月

　

県
内
（
北
信
・
中
信
・
南
信
地
域
）

の
歴
史
と
文
化
等
を
学
び
ま
し
た
。

①
北
信
濃
の
歴
史
と
文
学
を
楽
し
む

・
関
川
の
関
所
・
博
物
館

・
一
茶
記
念
館
等
を
視
察

②
縄
文
の
息
吹
と
大
自
然
を
満
喫

・
八
ヶ
岳
総
合
博
物
館
・
尖
石
考
古
館

・
八
島
ケ
原
湿
原
等
を
視
察

③
北
ア
ル
プ
ス
山
麓
を
ゆ
く

・
塩
の
道
観
音
原
石
仏
群
・
美
術
館

・
白
馬
ジ
ャ
ン
プ
競
技
場
等
を
視
察

第
４
回　

歌
で
心
豊
か
に
9
月

　

元
音
楽
専
科
教
員
の
宮
入
清
子
さ

ん
と
一
緒
に
歌
と
喫
茶
で
心
を
和
ま

せ
る
「
歌
声
喫
茶
」
行
い
ま
し
た
。

第
５
回　

文
化
財
溢
れ
る
乱
橋
10
月

　

乱
橋
石
畳
の
会
と
生
涯
学
習
支
援

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
か
ら
乱
橋

地
区
の
史
跡
を
学
ぶ
「
乱
橋
史
跡
め

ぐ
り
」
を
行
い
ま
し
た
。

第
６
回　

笑
い
で
健
康
に
11
月

　

信
州
松
本
ラ
フ
タ
ー
ヨ
ガ
ク
ラ
ブ

の
池
田
信
子
さ
ん
か
ら
笑
う
こ
と
の

大
切
さ
「
ラ
フ
タ
ー
ヨ
ガ
」（
笑
い

ヨ
ガ
）
を
学
び
ま
し
た
。

第
７
回　

心
澄
ま
し
て
12
月

　
「
仏
教
と
人
生
」
を
テ
ー
マ
に
冠

着
山
安
養
寺
住
職
の
山
口
勝
人
さ
ん

に
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

第
８
回　

先
輩
か
ら
学
ぶ
2
月

・
講
演
会
と
閉
講
式

　
「
私
の
生
き
た
道｣

を
テ
ー
マ
に

元
坂
井
村
長
の
山
田
一
榮
さ
ん
に
講

演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

平
成
25
年
筑
北
シ
ニ
ア
大
学

つ
い
に
春
　
希
望
の
出
発
だ
！

g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g

g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g

ggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggg

ggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggg
　

豪
雪・ソ
チ
五
輪
。厳
し
い
冬
や
五
輪

か
ら
た
く
さ
ん
学
び
、感
動
を
い
た
だ

き
、さ
あ
待
ち
に
待
っ
た
春
。心
新
た

に
出
発
し
た
い
も
の
で
す
。

冬
は
史
上
最
多
の
豪
雪
・
災
害

　

け
が
人
続
出
の
除
雪
、車
庫
ハ
ウ
ス

の
倒
壊
、立
ち
往
生
の
ト
ラ
ッ
ク
数
百

台・観
光
バ
ス
も
、幾
日
も
動
け
な
い
列

車
、物
が
届
か
な
い
店
、小
中
学
校
の

休
校
―
甚
大
な
豪
雪
被
害
。

　

で
も
、私
た
ち
は
自
然
の
力
に
改
め

て
畏
敬
の
念（
恐
れ
敬
い
）を
抱
く
と

共
に
、豪
雪
に
立
ち
向
か
い
、対
策
に

本
腰
を
入
れ
、備
え
の
強
化
に
動
く
な

ど
、豪
雪
に
よ
っ
て
た
く
さ
ん
の
事
を

教
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
生
坂
村
や
軽
井
沢
町
他
で
は
、

避
難
所
を
設
け
た
り
、運
転
士
さ
ん

や
乗
客
に
炊
き
出
し
を
し
て
食
を
提

供
す
る
等
、助
け
合
い
の
心
や
絆
は
逆

に
こ
の
に
く
き
豪
雪
に
よ
っ
て
育
ま
れ

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ソ
チ
冬
季
五
輪
で
は

金
メ
ダ
ル
よ
り
感
激
の
全
力
競
技

　

攻
め
て
最
速
で
四
位
入
賞
の
女
子

モ
ー
グ
ル
上
村
。四
一
歳
最
年
長
銀
メ

ダ
リ
ス
ト
、ジ
ャ
ン
プ
の
レ
ジ
ェ
ン
ド
葛

西
。メ
ダ
ル
を
逃
し
て
も
、力
を
出
し
切

っ
て
胸
を
張
る
浅
田
他
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス

ケ
ー
ト
選
手
た
ち
。

　

金
メ
ダ
リ
ス
ト
は
す
ご
い
の
で
す
が
、

倒
れ
こ
む
ほ
ど
持
て
る
力
を
す
べ
て
出

し
切
っ
て
競
技
し
た
日
本
選
手
全
員

が
与
え
て
く
れ
た
感
動
は
、誰
も
が
心

ゆ
さ
ぶ
ら
れ
、強
烈
な
パ
ワ
ー
を
い
た
だ

い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

そ
し
て
３
月
卒
業
は
希
望

保
育
園
卒
―
い
つ
も
強
い
子
の
下
で
自

分
を
出
せ
な
か
っ
た
子
も
、わ
が
ま
ま

な
子
も
心
配
な
い
よ
。上
級
生
が
や
さ

し
く
教
え
て
あ
げ
よ
う
と
心
待
ち
に

し
て
い
る
。新
し
い
ラ
ン
ド
セ
ル
を
背
負

って
元
気
に
入
学
だ
。

小
学
校
卒
―
き
り
り
と
し
た
中
学
校

の
制
服
、新
し
い
友
と
の
出
会
い
。教

科
ご
と
に
変
わ
る
先
生
。や
さ
し
い
先

輩
か
ら
教
わ
る
部
活
動
。わ
く
わ
く
の

中
学
校
生
活
は
楽
し
い
ぞ
。

中
学
校
卒
―
電
車
で
の
通
学
、そ
び

え
立
つ
大
き
な
高
校
の
校
舎・気
が
合

い
そ
う
な
友
、尊
敬
で
き
る
先
輩
に
先

生
。自
由
が
た
く
さ
ん
の
高
校
生
活
が

す
ぐ
そ
こ
に
待
って
ま
す
。

高
校
・
大
学
卒
―
い
よ
い
よ
社
会
に
出

る
。今
ま
で
じ
っ
と
夢
見
て
き
た
将
来

の
仕
事
へ
ひ
た
進
む
時
で
す
。

　

春
風
に
花
開
き
、緑
萌
え
始
め
た
こ

の
良
き
時
。み
ん
な
心
燃
や
し
て
。

心
の
伝
言
板
○29

筑 北 村 図 書 館 だ よ り

＊＊＊＊お知らせ＊＊＊＊
蔵書点検の実施について
５月に筑北村図書館・図書室で蔵書点検を行います。
詳しくは後日、改めてお知らせいたします。

春休み１日開館を実施します
筑北村図書館で、3月19日（水）～3月30日（日）、午前9時～午後6時まで1日開館を行います

直木賞・芥川賞とは
直木三十五と芥川龍之介の名を記念して昭和 10年に制定された、各新聞・雑誌（同人雑誌を含む）に発表され

た純文学短編作品中最も優秀なるものに呈する賞です。主に直木賞が無名・新進・中堅作家。芥川賞は無名も

しくは新進作家が対象となります。

直木賞受賞作品

芥川賞受賞作品

第150回直木賞・芥川賞受賞作品の紹介

【昭和の犬】　『姫
ひめ

野
の

カオルコ』
1958 年滋賀県甲賀市生まれ。
青山学院大学文学部日本文学科卒業。
画廊勤務を経て文筆業。

【穴】　　『小
お の だ

山田浩
ひろ

子
こ

』
1983 年広島県広島市生まれ。
2006 年広島大学文学部卒業。
2010 年「工場」で第 42回新潮新人賞受賞。

【恋歌】　『朝
あさ

井
い

まかて』
1959 年大阪府羽曳野市生まれ。
甲南女子大学文学部国文学科卒業。
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シニアわくわくクラブ
地域活動の参加協力（夏祭り・文化祭）子供達との
紙工作（手作りと遊びのつどい）デイサービスでの
ボランティア良かったら一緒に参加してみませんか !!

おはなしポケット
本城小学校、聖南中学校、本城公民館等で絵本や紙
芝居の読み聞かせをしています。

もりの子お話の会
筑北村図書館を中心にお話会を開催。こども達には「楽し
みながら本に親しんで欲しい」と願い、工夫を凝らして活
動しています。坂北小学校の朝読書に参加しています。

ボランティア

坂北コーラス
秋の長野県母親コーラス祭りへの参加を目標に楽し
く合唱しています。

坂北写仏クラブ
初めに般若心経を唱える。心を静める。写仏をして
色づけ、仕上げ。

坂井水彩画クラブ
自分の好きな物で水彩画を描きます。

本城コーラス
2 部・3 部合唱の女性コーラスです。コーラスを通
じて美しいハーモニーをめざして頑張っています。
ストレス発散におでかけ下さい。

坂井写仏教室
経を唱え、心を清め、仏様を写し、絹布・和紙・色紙等々
に絵を完成させてゆく。折りあらば、寺院・史跡な
ど研修の旅をしています。

本城・坂北水彩画クラブ
楽しく絵を描き、美術館巡り（研修）も年
二回位、老若男女どなたでも参加できます。

坂北童謡を楽しむ会
私たちは、幼いころ口ずさんだ歌をお腹の底から思
い切って声を出し、仲間と支え合いながら楽しんで
おります。歌の好きな方は大歓迎です。

大正琴クラブ
みんなで楽しく輝いています。

編み物教室
クラブ員の親睦を計りながら和気あいあいと帽子・
ベスト・セーター等の編み物をしていますので、皆
さんどうぞおさそい合わせておでかけ下さい。

笑の輪会
楽しく笑って体を動かし、健康つくりや仲間つくり
をして居ります。事前の申込は必要ありません。ど
なたでも気軽にご参加ください。

坂井童謡を楽しむ会
童謡は心のふる里です。言葉が美しく、歌い易く、
覚え易く、だれにでも親しめる歌です。子どもの頃
うたった曲の懐かしさを感じ、楽しく歌っています。

木彫り教室
月１回、木彫りを楽しみます。

刈谷沢婦人部手芸クラブ
料理講習、手芸（JA の指導員さんより）

ニュー・ジエンターズ
総勢 25 名のプルバンド。各種イベントへ参加を中
心に活動しています。 本城水墨画クラブ

趣味の水墨画等の教本から個々の描きたい作品を選
んで、個性ある水墨画を描いて楽しい教室にしてい
ます。

プリザーブド・フラワーサークル
様々な花をプリザーブド化（特殊な液で作成）して
アレンジします。今年は「まゆ」を使った花作りに
挑戦します。

本城歌謡クラブ
日本の歌、演歌をカラオケで練習したい方どうぞ入
会して下さい。

坂井絵手紙教室
みんなで楽しく趣味あふれる絵手紙作りをしましょ
う。

刈谷沢雑奏の会
ハーモニカ主体にキーボード、鉄琴、マラカス、タ
ンバリン、鈴等で合奏練習を楽しくやっております。
デイサービスの慰問の際には踊りも練習します。

押花クラブ　花紬の会
押花作品作り　はがき・しおり・花絵額等 押花は各自、自
宅で作ります。それを持ち寄って、意見交換（おしゃべり）
やお茶をしたりしながら、ゆっくり楽しく活動しています。

シャガ（茶道）
抹茶とお菓子で慌ただしい日常生活から少し離れて
リフレッシュしています。興味のある方お仲間に入
りしませんか。

筑北尺八同好会
童謡、唱歌、演歌、民謡等簡単にできる曲を選曲し練習
しています。文化祭や介護施設で演奏、交流を図ってい
ます。今は演奏の練習がメインだ。チャレンジの１歩が大切！

フラワーボトルサークル
フラワーボトル作品作りビンの中へ生花を入れてド
ライフラワーにする作品です。もろこし人形作り　
基本を元にそれぞれが楽しく作っています。

エアロビクスクラブ
音楽にのっていろいろなステップを踏む有酸素運動
です。ウォーミングアップ・ストレッチも行い、心
も体もリフレッシュできます。

筑北村フォークダンス「ジュバリー」
世界のフォークダンス・レクレーションダンス等、
ステキな音楽に合わせて体を動かし、人の和を広げ
ています。村内外の愛好者との交流を計ります。

創作もろこし人形の会
もろこしの皮やひげで人形等の作品を作っています。
今年は 6 月に千曲のギャラリーで今までの作品を展
示致します。

コカリナの会
コカリナ、歌の練習をしています。村内のデイサー
ビスセンターへ慰問をし、交流を図っています。

ビーズ・サークル
安曇野市 zuku 細田高志先生を講師に迎え、立体的な物

（干支等）アクセサリー、ネックレス・ブレスレット、針
を使ってビーズによるキャラクター作り等を行っています。

日本吟道誠月会
漢詩の世界に遊び、吟詠として楽しむ。

民謡筑北会坂北教室
長野県内はもちろん、全国各地の民謡を尺八・三味
線に合わせて、楽しくうたっています。

刈谷沢きめこみ夢クラブ
きめこみ、根気のいる手芸です。

音楽 • 芸能

本城ひまわり俳句会
「季語」について学び、見たこと、感じたこと、祭り
や行事など暮らしの中から五七五の短文にまとめま
す。興味をお持ちの方、入会をお待ちしております。

こでまり短歌会（香蘭短歌会筑北支部）
数首ずつ短歌を持ち寄って批評添削しています。

かむりき句会
講師には俳句紙「岳」の事務局長の堤保徳先生（長
野市）に懇切丁寧に俳句を教えていただけます。初
心者の方大歓迎です。

坂北俳句会
句会を行い、作品を市民タイムスに投稿しています。

文学 • 文芸

生活 • 健康

美術 • 工芸

公民館に多くのクラブ、サークルが登録し、
活発な生涯学習活動を自主的に行っていま
す。一部ですがクラブ、サークルの活動内
容を紹介しますので、新しいことに挑戦し
てみませんか。各団体の活動内容など、詳
しくは公民館までお問い合わせください。
（☎67－ 2064）

公民館登録団体の紹介
学習・趣味を通し、人と人の輪を広げよう
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坂
北
地
域
の
「
龍
澤
山
碩
水
寺
」

　

筑
北
地
域
の
方
は
行
っ
た
こ
と
が

あ
る
、
知
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
る
こ

と
が
多
い
と
お
も
い
ま
す
。
も
と
は

裏
山
に
覚

応
阿
闍
梨

法
印
の
塔

が
あ
っ
た

こ
と
か
ら

真
言
宗
の

お
寺
で
あ

っ
た
と
さ

れ
て
い
ま

す
が
、
亨

禄
年
中
よ
り
曹
洞
宗
に
改
ら
れ
た
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
入
口
に
は
6
体
の

お
地
蔵
様
が
並
び
訪
れ
る
人
を
迎
え

て
く
れ
ま
す
。

　

階
段
を

の
ぼ
り
大

き
な
門
を

く
ぐ
る
と

文
政
3
年

に
再
建
さ

れ
た
本
堂

が
姿
を
現

し
ま
す
。

県
宝
の
阿

弥
陀
如
来

像
は
鎌
倉

時
代
の
作

と
さ
れ
て

い
ま
す
。

お
寺
の
周

辺
は
赤
松

が
生
え
、
庭
の
池
の
周
り
に
は
紫
陽

花
が
植
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
物
静
か

な
中
に
も
四
季
折
々
様
相
を
変
え
て

訪
れ
る
人
の
目
に
う
る
お
い
を
与
え

て
く
れ
ま
す
。
ま
た
お
寺
の
前
か
ら

西
を
眺
め
る
と
雄
大
な
北
ア
ル
プ
ス

を
眺
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

お
じ
ゃ
ま
し
ま
し
た

　

本
城
地
域
・
乱
橋「
き
よ
り
会
」（
代

表
・
中
村
弘
さ
ん
・
メ
ン
バ
ー
は
９

人
で
60
代
～
70
代
）
が
冬
の
農
閑
期

を
利
用
し
て
縄
作
り
に
挑
戦
し
て
い

ま
す
。
昔
使
っ
て
い
た
縄
編
み
の
機

械
を
探
し
、
使
い
方
を
模
索
し
な
が

ら
の
縄
の
出
来
具
合
に
一
喜
一
憂
し

て
い
ま
し
た
。
こ
の
縄
は
秋
の
わ
ら

た
ば
を
縛
る
の
に
使
い
ま
す
。

　

縄
編
み
の
機
械
が
壊
れ
、
部
品
も

無
い
の
が
悩
み
で
す
。「
も
し
自
宅

に
眠
っ
て
い
る
縄
編
み
機
械
が
あ
り

ま
し
た
ら
譲
っ
て
欲
し
い
で
す
。」

　

農
地
放
棄
の
桑
ば
た
け
を
耕
地
に

戻
し
野
沢
菜
・
白
菜
・
大
豆
・
黒
豆
・

そ
ば
・
菊
の
栽
培
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。（
10
年
程
前
か
ら
仲
間
で
作

業
し
て
い
る
）

　
「
仲
間
で
温
泉
や
食
事
会
（
飲
み

会
）
旅
行
に
行
く
の
が
楽
し
み
」
と

の
事
で
し
た
。

行
っ
て
み
ま
し
ょ

　
　
　
見
て
み
ま
し
ょ
④

　

コ
ラ
ム

　

ソ
チ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
は
多
く

の
感
動
や
ド
ラ
マ
と
共
に
終
わ
り

ま
し
た
。
日
本
選
手
の
個
々
の
活

躍
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
終
わ
っ

て
も
こ
こ
ろ
に
残
る
も
の
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
最

中
に
は
大
雪
に
見
舞
わ
れ
て
多
く

の
人
が
、
被
害
を
受
け
記
憶
に
残

る
で
し
ょ
う
。

　

い
つ
も
メ
ダ
ル
獲
得
数
が
話
題

に
な
り
ま
す
が
、
92
年
ア
ル
ベ
ー

ル
ビ
ル
大
会
の
7
個
を
上
回
る

8
個
獲
得
に
、
橋
本
聖
子
団
長

は
「
チ
ー
ム
ジ
ャ
パ
ン
が
一
丸
と

な
っ
た
結
果
」
と
話
し
て
い
ま
し

た
が
、た
だ
「
最
多
の
メ
ダ
ル
数
」

と
大
騒
ぎ
す
る
の
に
は
違
和
感
を

覚
え
ま
す
。

　

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
で
は
若
手
の
活

躍
が
目
立
ち
ま
し
た
が
強
化
指
定

選
手
た
ち
で
決
し
て
層
が
厚
い

と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
若
手
が

育
っ
て
い
な
い
ス
ケ
ー
ト
界
は
、

も
っ
と
深
刻
で
は
な
い
か
と
思
い
、

4
年
後
に
は
厳
し
い
現
実
が
待
ち

迎
え
て
い
る
の
で
は
…

　

こ
れ
ま
で
以
上
に
、
各
種
の
ス

ポ
ー
ツ
界
で
、
個
々
に
頑
張
っ
て

い
る
人
た
ち
に
、
も
っ
と
周
り
の

熱
い
支
援
が
必
要
に
思
え
ま
す
。

お
祭
り
大
好
き
男

雪に覆われた6地蔵

お地蔵様を囲む紫陽花

わらを均一に差し込むのがむずかしい…
菊のさし芽…4月の末から5月初めに15㌃
の畑に植え7月末から盆前に出荷している。

地域とともにいきいきと活動しています

坂北地域有志による氷餅作り

フットサル　目指せ！日本代表！

からたち倶楽部
青柳地区祭典竹灯篭作りと
保育園向け竹とんぼ作り

ちくほっくる
手作りパンを販売

東条 2区
そば打ち講習会

おたがいさまネットワーク
地域を廻って販売しています～

刈谷沢神明宮　お田植えまつり
地元をはじめ多くのカメラマンと参拝客が訪れる伝統のお祭り
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西
条
加
工
施
設（
本
城
支
所
の
裏
）

で
３
月
２
日
か
ら
５
月
７
日
ま
で
み

そ
の
仕
込
み
で
賑
わ
い
ま
す
。
今
年

は
18
グ
ル
ー
プ
が
み
そ
の
仕
込
み
を

し
ま
す
。

　

大
沢
地
区
の
窪
田
光
子
さ
ん
の
グ

ル
ー
プ
の
み
そ
仕
込
み
に
お
じ
ゃ
ま

し
ま
し
た
。
毎
年
４
世
帯
で
や
っ
て

い
ま
す
が
、
こ
と
し
は
山
口
武
さ
ん

（
90
才
）
の
大
豆
30
キ
ロ
（
２
斗
）

の
仕
込
み
で
す
。「
去
年
は
鹿
に
も

荒
ら
さ
れ
ず
良
い
、
さ
と
う
大
豆

（
麹こ

う
じ
い
ら

ず
と
言
わ

れ
て
い
る

大
豆
）
が

取
れ
ま
し

た
」

　

麹
づ
く

り
が
一
番

お
い
し
い

味
噌
を
作

る
た
め
の
基
本
と
の
こ
と
で
、
昭
和

64
年
4
月
か
ら
、
こ
の
加
工
所
で
の

作
業
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
壁
に

は
、
先
人
た
ち
が
苦
労
し
た
み
そ

作
り
の
為
の
レ
シ
ピ（
こ
う
じ
の
作
り

方
）が
貼
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

初
日
の

作
業
は
５

時
間
。
麹

作
り
の
た

め
に
蒸
し

た
米
を
冷

ま
し
、
菌

付
け
を
し

て
発
酵
器

に
入
れ
て

帰
り
ま
す
。
２
日
目
も
５
時
間
の
作

業
で
麹
は
か
た
ま
り
を
な
く
し
て
、

再
度
発
酵
器
へ
…
。
３
日
目
は
攪
拌

機
で
潰
し
た
大
豆
と
麹
と
塩
を
混
ぜ

ビ
ニ
ー
ル
袋
に
い
れ
、
家
に
持
ち
帰

り
仕
込
む
。（
家
庭
に
よ
り
異
な
る
）

　

　

近
年
「
み
そ
づ
く
り
」
を
す
る
人

が
増
え
て
い
ま
す
。

　

坂
北
地
域
青
柳
の
女
性
グ
ル
ー
プ

「
若
葉
会
」
に
お
じ
ゃ
ま
し
ま
し
た
。

二
ヶ
月
に
一
度
く
ら
い
の
日
程
で
集

ま
り
、
交
流
と
勉
強
会
を
し
て
い
ま

す
。
村
か
ら
栄
養
士
、
保
健
師
等
の

方
に
来
て
い
た
だ
き
身
近
な
話
題
を

相
談
し
た
り
学
ん
で
い
ま
す
。

　

お
じ
ゃ
ま
し
た
こ
の
日
は
「
認
知

症
予
防
」
の

お
話
が
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

食
事
の
面
か

ら
も
予
防
が

で
き
る
。
脳

梗
塞
な
ど
を

予
防
す
る
た

め
に
は
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
の
管
理
が
重
要
な
ど

細
か
く
説
明
を
聞
い
て
い
ま
し
た
。

「
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
下
げ
る
た
め

に
油
物
を
極
力
避
け
て
い
る
ん
だ
け

ど
…
」
と
の
問
い
に
「
必
要
以
上
の

制
限
は
低
栄
養
に
も
な
り
ま
す
。
そ

れ
ぞ
れ
の
体
の
状
態
に
よ
っ
て
必

要
な
量
を
摂
っ
て
行
き
ま
し
ょ
う
。」

と
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

和
気
藹
々
と
楽
し
く
会
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

館
報
編
集
後
記

青
柳
　
若
葉
会

み
そ
の
仕
込
み

　

一
年
も
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て

又
、
年
度
末
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
一
年
も
、
村
民
皆
様
の
ご
協

力
の
お
陰
で
無
事
館
報
を
発
行
す
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

情
報
部
員
も
よ
り
良
い
館
報
に
し

た
く
思
っ
て
い
ま
す
。
諸
事
情
に
よ

り
上
手
く
い
か
な
い
事
も
あ
り
ま
す

が
、
こ
れ
か
ら
も
努
力
し
て
い
き
た

く
思
い
ま
す
。

　

こ
の
頃
、
地
域
の
人
と
話
し
て
い

る
と
心
配
な
事
を
耳
に
し
ま
す
。
そ

れ
は
、
筑
北
村
に
住
む
こ
と
へ
の
不

安
で
す
。
若
い
ご
家
庭
の
方
は
も
ち

ろ
ん
、
最
近
は
年
配
の
方
ま
で
も
が

口
に
さ
れ
ま
す
。
不
安
な
思
い
は

様
々
な
こ
と
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
こ
筑
北
村
の
住
人
と

し
て
存
在
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は

運
命
共
同
体
で
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。

 

若
者
定
住
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

今
住
ん
で
い
る
村
民
一
人
で
も
、
村

外
に
流
出
す
る
こ
と
の
無
い
よ
う
な

村
政
を
考
え
て
頂
き
た
い
で
す
。

　

新
し
い
年
度
が
、
村
民
一
人
ひ
と

り
が
希
望
を
感
じ
ら
れ
る
事
を
心
か

ら
願
う
日
々
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

若
葉

～保育園、統合に向けて～
　現坂北保育園の工事期間中、本城保
育園で２園一緒に給食を食べています。
小さいお友だちはお昼寝とおやつも一
緒です。

未満さんは「おでんの
ゆ」、年少さんは「桃太
郎」、年中さんは「さる
じぞう」、年長さんは「と
もだちほしいなおおか
みくん」をそれぞれ発
表しました。

未満さん年少さんは「7
匹の子ヤギ」、年中さん
は「ねずみの相撲」、年
長さんは「白雪姫」を
それぞれ発表しました。

「鬼は～
　そと！」

元 気 な 声 が 響
きます。
そこへ…

みんなで
食べると、
おいしい！

鬼の登場に、
逃げまどうこど
もたち。
で も 頑 張 っ て
豆 を 投 げ て い
ました。

移動で疲れてし
まう未満さんは、
ぐっすりお昼寝
です…

保育園 ～冬の便り～

本城保育園

坂北保育園

坂井保育園

初日…豆を洗い３時間程煮る。
麹づくり…1時間蒸す、冷…

２日目…豆を再度２時間煮る。
機械で潰して６等分する。

機械で大豆をつぶしています。
加工料は１斗・千円（麹菌を含めて）



27 26

　

二
月
に
入
っ
て
か
ら
の
週
末
ご
と

の
大
雪
は
、
子
ど
も
達
の
生
活
に
も
、

い
つ
も
と
違
う
状
況
を
つ
く
っ
て
い

ま
し
た
。「
た
だ
い
ま
。
今
日
は
ね
、

先
生
に
送
っ
て
も
ら
っ
た
よ
。」
と
、

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
児
童
が
、
集

団
下
校
に
な
っ
た
様
子
を
嬉
し
そ
う

に
話
し
な
が
ら
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

　

除
雪
で
大
き
く
な
っ
た
雪
山
の
上

に
登
っ
た
り
、
少
し
硬
く
な
っ
た
新

雪
の
上
で
寝
転
が
っ
た
り
、
雪
で
の

製
作
活
動
に
励
ん
だ
り
、
自
然
か
ら

子
ど
も
達
へ
「
雪
」
と
い
う
遊
具
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
た
よ
う
に
も
思
え

る
子
ど
も
達
の
様
子
に
、
雪
か
き
疲

れ
で
重
く
な
っ
た
心
身
が
軽
く
な
る

よ
う
で
し
た
。

○
子
ど
も
料
理
教
室

　
　
　
　
　
（
１
月
６
日
）

　

筑
北
村
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

（
山
越
哲
子
会
長
）
の
方
々
と
窪
寺

管
理
栄
養
士
に
教
え
て
も
ら
い
な
が

ら
、
昼
食
を
作
り
ま
し
た
。
山
越
会

長
か
ら
、
家
庭
で
の
食
事
の
時
も
食

品
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
て
食
べ
る
こ

と
の
き
っ
か
け
と
な
る
お
話
を
聞
き

ま
し
た
。

　

夏
休
み
の
時
の
料
理
教
室
と
は
違

い
、
落
ち
着
い
た
行
動
と
、
食
改
の

方
々
と
の
楽
し
い
や
り
と
り
が
で
き

た
こ
と
に
、
児
童
の
成
長
を
感
じ
ま

し
た
。

　

午
後
は
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
や
り
方
で
豆
ま
き
を
し

ま
し
た
。
そ
し
て
午
前
の
部
も
午
後

の
部
も
最
後
は
、
お
腹
の
中
の
鬼
に

豆
を
ま
き
ま
し
た
。
元
気
で
過
ご
せ

ま
す
よ
う
に
！

て
も
ら
い
ま
し
た
。
一
人
一
人
丁
寧

に
教
え
て
も
ら
い
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
凧

が
出
来
上
が
っ
た
と
こ
ろ
で
、
さ
っ

そ
く
凧
揚
げ
を
し
ま
し
た
。
予
定
し

て
い
た
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
状
態
が
悪
く
、

思
い
切
り
揚
げ
ら
れ
な
か
っ
た
も
の

の
、
凧
が
と
て
も
よ
く
揚
が
っ
た
の

で
大
満
足
の
様
子
で
し
た
。
身
体
を

動
か
し
た
後
の
お
や
つ
は
、
と
て
も

お
い
し
か
っ
た
よ
う
で
す
。

○
豆
ま
き
会　

（
２
月
３
日
）

　

午
前
は
、
お
ひ
さ
ま
の
森
（
未
就

園
児
対
象
）
に
鬼
が
や
っ
て
き
ま
し

た
。
お
母
さ
ん
と
一
緒
に
鬼
の
お
面

を
作
り
、
新
聞
紙
を
丸
め
て
豆
に
見

立
て
、
豆
ま
き
の
練
習
を
し
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
鬼
が
来
る
と
お
母
さ

ん
に
し
が
み
つ
い
て
動
け
な
く
な
っ

て
い
ま
し
た
。

○
『
保
育
園
で
あ
そ
ぼ
う
』
と

　
　
　
　
　
『
保
育
園
開
放
』

　

今
年
度
も
、
筑
北
村
の
三
保
育
園

が
お
ひ
さ
ま
の
森
（
未
就
園
児
）
に

開
放
し
て
く
れ
ま
し
た
。（
保
護
者

と
一
緒
に
行
く
こ
と
で
、）
安
心
し

て
保
育
園
の
環
境
に
慣
れ
て
い
っ
て

ほ
し
い
。「
保
育
園
っ
て
、
楽
し
い

遊
び
が
い
っ
ぱ
い
で
き
る
と
こ
ろ
。」

と
、
感
じ
て
ほ
し
い
。
と
願
っ
て
い

ま
す
。『
保
育
園
で
あ
そ
ぼ
う
』
は
、

ク
ラ
ス
担
任
の
各
保
育
士
が
活
動
内

容
を
設
定
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
担
任
し

て
い
る
園
児
と
交
流
さ
せ
て
く
れ
ま

す
。
住
ん
で
い
る
地
域
に
あ
る
保
育

園
へ
、
遊
び
に
い
く
こ
と
が
で
き
ま

す
。

○
お
ひ
さ
ま
の
森

　
　
　
み
ん
な
で
あ
そ
ぼ
う

　
　
　
　
　
　
（
１
月
31
日
）

　
「
柔
ら
か
く
気
持
ち
の
良
い
感
触

を
味
わ
っ
て
み
よ
う
。」
と
、
口
に

入
れ
て
も
安
心
な
小
麦
粉
粘
土
を
用

意
し
ま
し
た
。
お
母
さ
ん
も
「
気
持

ち
い
い
～
。」
と
、
そ
の
感
触
を
楽

し
ん
で
く
れ
ま
し
た
。
家
庭
で
も
チ

ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
て
く
だ
さ
い
ね
。

○
わ
く
わ
く
体
験
講
座

　
　
　
　
　
　
　
（
２
月
１
日
）

　

今
年
度
最
終
回
（
第
３
回
）
の
講

座
を
本
城
地
域
で
行
い
ま
し
た
。
今

回
は
、
生
涯
学
習
課
学
習
支
援
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
（
山
田
寿
代
表
）
の
方
々

に
凧
作
り
と
簡
単
な
お
や
つ
を
教
え

　
（
保
育
園
で
採
れ
た
ポ
ッ
プ
コ
ー

ン
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。）

　
（
遊
ん
だ
あ
と
は
、
み
ん
な
で
お

掃
除
す
る
よ
。）

　
『
保
育
園
開
放
』
は
、
園
庭
や
遊

戯
室
で
自
由
に
遊
ば
せ
て
く
れ
ま
す
。

　

住
ん
で
い
る
地
域
の
保
育
園
以
外

の
保
育
園
へ
も
遊
び
に
行
く
こ
と
が

で
き
ま
す
。
す
で
に
上
の
お
子
さ
ん

を
保
育
園
へ
通
わ
せ
て
い
る
保
護
者

の
中
に
は
、
保
育
園
の
参
観
日
と
は

違
っ
た
我
が
子
の
様
子
が
見
ら
れ
る

楽
し
み
が
あ
る
よ
う
で
す
。
来
年
度

は
、
統
合
し
た
保
育
園
へ
遊
び
に
い

き
た
い
で
す
。

え
が
お
の
ポ
ケ
ッ
ト


